
- 1 - 

周防大島町告示第89号 

 平成25年第３回周防大島町議会定例会を次のとおり招集する 

    平成25年８月29日 

                              周防大島町長 椎木  巧 

１ 期 日  平成25年９月５日 

２ 場 所  大島庁舎議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

魚谷 洋一君          魚原 満晴君 

田中隆太郎君          広田 清晴君 

荒川 政義君          中本 博明君 

松井 岑雄君          今元 直寬君 

尾元  武君          平野 和生君 

吉田 芳春君          濱本 康裕君 

久保 雅己君          小田 貞利君 

平川 敏郎君          新山 玄雄君 

───────────────────────────── 

○９月６日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月18日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月19日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成25年 第３回（定例）周 防 大 島 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成25年９月５日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         平成25年９月５日 午前９時30分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに議案説明 

 日程第５ 報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

 日程第６ 議案第１号 平成２４年度周防大島町公営企業局事業会計積立金の処分について 

 日程第７ 認定第１号 平成２４年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 認定第２号 平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第９ 認定第３号 平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

 日程第10 認定第４号 平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第11 認定第５号 平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第12 認定第６号 平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第13 認定第７号 平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第14 認定第８号 平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第15 認定第９号 平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第16 認定第10号 平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算の認定について 

 日程第17 議案第２号 平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第18 議案第３号 平成２５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 
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 日程第19 議案第４号 平成２５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第５号 平成２５年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第21 議案第６号 平成２５年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第22 議案第７号 平成２５年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第23 議案第８号 平成２５年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第24 議案第９号 平成２５年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第10号 平成２５年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第26 議案第11号 平成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第12号 周防大島町税条例の一部改正について 

 日程第28 議案第13号 周防大島町国民健康保険税条例の一部改正について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告並びに議案説明 

 日程第５ 報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

 日程第６ 議案第１号 平成２４年度周防大島町公営企業局事業会計積立金の処分について 

 日程第７ 認定第１号 平成２４年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第８ 認定第２号 平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第９ 認定第３号 平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

 日程第10 認定第４号 平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第11 認定第５号 平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 日程第12 認定第６号 平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 日程第13 認定第７号 平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第14 認定第８号 平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認
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定について 

 日程第15 認定第９号 平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第16 認定第10号 平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算の認定について 

 日程第17 議案第２号 平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第18 議案第３号 平成２５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第19 議案第４号 平成２５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第５号 平成２５年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第21 議案第６号 平成２５年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第22 議案第７号 平成２５年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第23 議案第８号 平成２５年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第24 議案第９号 平成２５年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第10号 平成２５年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第26 議案第11号 平成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第12号 周防大島町税条例の一部改正について 

 日程第28 議案第13号 周防大島町国民健康保険税条例の一部改正について 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 魚谷 洋一君       ２番 魚原 満晴君 

３番 田中隆太郎君       ４番 広田 清晴君 

５番 荒川 政義君       ６番 中本 博明君 

７番 松井 岑雄君       ８番 今元 直寬君 

９番 尾元  武君       10番 平野 和生君 

11番 吉田 芳春君       12番 濱本 康裕君 

13番 久保 雅己君       14番 小田 貞利君 

15番 平川 敏郎君       16番 新山 玄雄君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 
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事務局長 西村 利雄君     議事課長 中村 和江君 

書  記 大下 崇生君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 椎木  巧君   代表監査委員 ………… 西本 克也君 

副町長 ………………… 岡村 春雄君   教育長 ………………… 西川 敏之君 

公営企業管理者 ……… 石原 得博君   総務部長 ……………… 星出  明君 

産業建設部長 ………… 佐川 浩二君   健康福祉部長 ………… 川口 満彦君 

環境生活部長 ………… 奈良元正昭君   久賀総合支所長 ……… 松村 正明君 

大島総合支所長 ……… 福田 美則君   東和総合支所長 ……… 藤山  忠君 

橘総合支所長 ………… 吉村 昭夫君                      

会計管理者兼会計課長 ……………………………………………………… 岡本 洋治君 

教育次長 ……………… 西本 芳隆君   公営企業局総務部長 … 藤田 隆宏君 

財政課長 ……………… 中村 満男君   税務課長 ……………… 木村 秀俊君 

介護保険課長 ………… 河井 敏博君   公営企業局総務課長 … 大元 良朗君 

公営企業局財政課長 … 木村 稔典君                      

────────────────────────────── 

午前９時30分開会 

○議長（新山 玄雄君）  おはようございます。本日は御出席いただきましてありがとうございま

す。 

 ただいまから、平成２５年第３回周防大島町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（新山 玄雄君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、尾元武議員、１０番、平

野和生議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（新山 玄雄君）  日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。今期定例会の会期は、去る８月２９日開催の議会運営委員会において協議の結
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果、お手元に配布してある会期日程のとおり、本日から９月１９日までの１５日間といたしたい

と思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、お手元に配布して

ある会期日程のとおり、本日から９月１９日までの１５日間とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（新山 玄雄君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本年６月以降本日までに、議会に提出されております文書について御報告いたします。 

 まず、地方自治法の規定に基づき、監査委員から例月現金出納検査（６月・７月・８月実施

分）の結果の報告がありましたので、お手元にその写しを配布いたしております。 

 次に、陳情について。 

 全国森林環境税創設促進議員連盟からと全国町村議会議長会からの２件の陳情がありました。

議会運営委員会にお諮りいただき、２件とも議員配布としてお手元にお届けいたしております。 

 なお、全国町村議会議長会の「道州制導入に反対する」意見書の提出依頼につきましては議長

に一任いただきましたので、今後、調査・研究をいたしまして議員各位にお諮りしたいと存じま

す。その節は、よろしくお願いをいたします。 

 続いて、議員研修につきまして。 

 まず、広報編集特別委員会におかれましては、猛暑厳しい中、７月２９日、３０日に町村議会

広報研修会に参加。午前中、東京交通会館の物産アンテナショップで全国物産展を見学、午後か

らの研修会に臨み、内容は「わかりやすく、ふさわしい日本語」、「広報紙面デザインの基礎知

識」～グリッドフォーマット活用とレイアウト～、広報媒体、その種類と特性でさわって確認で

きるタンジブルと物体ではないインタンジブルとタイポグラフィー  書体という意味だそうで

あります  の基礎知識などの研修。３０日は、ＮＨＫ放送センターの視察で、ドラマスタジオ、

国際放送局の日本在留外国人や海外に向けた外国放送の現場などを視察していただきました。こ

れから作成される議会広報を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、８月２１日、２８日に柳井広域議員研修会と山口県町議会実務研修会が開かれ、多数の

議員が出席されました。「離島発！地域再生への挑戦」～最後尾から最先端へ～や、「町村議会

の使命と議員の責務」など、講師の指導のもと研さんを重ねました。御出席いただきました議員

各位にお礼を申し上げます。 

 次に、９月から年末にかけての議員研修等でありますが、９月２７日に自治研修会が山口市で

開催されます。常任委員長以上の方に出席をお願いしたいと考えております。 
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 続いて、行政視察につきまして。 

 今年度も３常任委員会合同の研修視察を１０月２８日から２９日に鳥取県日南町・日南病院、

地域活性化特別委員会の研修視察を１１月２５日から２６日、鳥取県智頭町、防災対策特別委員

会を９月３０日から１０月１日、兵庫県淡路市を予定しております。この件につきましては、本

会議２日目において議員派遣として御議決をいただく予定でございます。 

 次に、町人会への参加につきましては、７月７日に広島・周防大島町人会が開催され４名の議

員の出席をいただき、ふるさと大島の近況報告や情報交換をしてまいりました。関係議員の皆さ

んにおかれましては、お疲れさまでした。 

 さて、今後の各町人会への出席でありますが、議員研修と同様に本会議２日目において議員派

遣として御議決をいただく予定でございます。 

 また、今年１２月までに予定されている町人会等への参加につきましては、近畿東和会、東京

東和会、近畿大島会への参加は各１名、東京大島郡人会への参加は全体で６名を計画しており、

今まで参加されていない方を優先してお願いしたいと思っております。この件につきましても議

員派遣として御議決をいただく予定であります。よろしくお願いいたします。 

 最後に、椎木町長と大島郡国際文化協会役員並びに議会を代表して私新山は、１０月９日から

周防大島町・カウアイ島姉妹島提携５０周年記念式典に参加いたします。 

 現地では、「カウアイ日本文化祭２０１３」参加を初め、多くの日系の皆さんやカウアイ日本

文化協会関係者と友好を深め、ハワイと大島の太いきずなを再確認してまいりたいと思います。

今年は姉妹島縁組提携５０周年を迎えることになり、さらに友好ムードが盛り上がるであろうと

期待しているところであります。 

 以上、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告並びに議案説明 

○議長（新山 玄雄君）  日程第４、行政報告並びに議案の説明に入ります。 

 町長から行政報告並びに議案の説明を求めます。椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  どなたもおはようございます。本日は、平成２５年第３回周防大島町議

会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては御多忙の折にもかかわりませず

御参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 初めに、議案の説明に先立ちまして、行政報告を４件ほど申し上げさせていただきます。 

 １件目は、平成２４年度決算に係る財政の健全化判断比率及び資金不足比率についてでありま

す。 

 お手元に報告書をお届けしておりますが、実質赤字比率、連結実質赤字比率はともに赤字額は
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なく、また、実質公債費比率においては１４.４％、対前年度比１ポイントの減、将来負担比率

では１０４.８％、対前年度比１３.４ポイントの減と、どちらの比率も改善が図られているとと

もに、早期健全化基準を下回っているところであります。 

 また、企業会計における資金不足比率についても、全ての会計において資金不足は生じており

ません。こうした状況を鑑みますと、周防大島町の財政状況は、厳しい状況にはあるものの、財

政の健全性は維持されていると判断されているところであります。 

 ２件目の、家房地区太陽光発電システム設置運営事業者の決定についてであります。 

 ３月定例会で行政報告をいたしました旧大島青年の家跡地への太陽光発電システム設置運営事

業者を公募いたしましたところ、町内外から７社の事前登録があり、そのうち、町内２、県外

２の４事業者から企画提案書が提出されました。副町長、教育長、公営企業管理者、各部長及び

各総合支所長からなる周防大島町地球温暖化対策実行計画推進本部員により、提出された企画提

案書について慎重なる審査を行った結果、大字東安下庄のユタカ工業株式会社が太陽光発電シス

テム設置運営事業者に決定いたしました。 

 同社の提案では、発電規模は９２.３４キロワット、年間発電量の想定は９万８,９３５キロワ

ットアワーとなっております。また、町有地の貸付面積は１,１０５.２平方メートルで、賃借料

は町が示した下限、平米当たり７２円であったわけでございますが、これを上回る１平米当たり

２００円、賃貸借期間は太陽光発電システム建設から事業終了後の解体までの２１年間となって

おります。 

 現在、同社と土地賃貸借契約及び協定書の締結に向けて協議中でありますが、協議が整い次第、

締結することといたしております。 

 ３件目は、臨時職員等の賃金改定についてであります。 

 去る８月１４日、山口労働局長の諮問機関であります山口地方最低賃金審議会から、県内の最

低賃金を１時間当たり、現行の６９０円から７０１円に引き上げるよう答申がなされました。こ

れを受けまして、山口労働局は異議申し出の手続等を経て、１０月に新たな最低賃金を決定する

ことが見込まれます。 

 現在、本町の一般事務職等の臨時職員の賃金は時給７００円であり、仮に、答申どおりに最低

賃金が改定された場合は、最低賃金を下回ることとなります。したがいまして、正式に最低賃金

が決定されましたならば、その額に応じ、事務職員の賃金を改定するとともに、保健師や保育士

など他の職種についても、これに相応する改定を行い、あわせて賃金を基準に積算している委託

料等につきましても改める必要が生じることとなります。 

 しかしながら、正式な決定が１０月になることから、１０月以降、改定後の賃金等の支払いに

つきましては現行予算の範囲内で対応することとし、差額につきましては１２月補正予算に計上
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させていただきたいと思いますので、どうぞ御了承をお願いいたします。 

 最後に、岩国錦帯橋空港開港と周防大島町カウアイ島姉妹島提携５０周年を記念して、本年

１０月に実施いたします岩国─ハワイ間のチャーターフライトの募集参加状況につきまして御報

告をさせていただきます。 

 チャーターフライトに関する要請や手続等につきましては、岩国商工会議所を中心とする実行

委員会で行っておりましたが、フライト機種の決定や岩国空港使用に関する日米合同委員会の合

意を得て、参加者の一般募集を日本旅行岩国支店では７月１６日に、周防大島町では７月２５日

に開始をいたしました。日本旅行岩国支店の受付には朝早くからたくさんの方が並ばれ、４０分

で完売、６０名の方がキャンセル待ちの状況となったと聞いております。また、周防大島町民を

対象とした本町の受付には前日から並ばれた方もおられ、３０名の一般募集枠は完売をいたして

おります。 

 今回のチャーターフライトによる姉妹島提携５０周年記念式典への参加者は、私、そして議会

を代表して参加いただきます新山議長のほか、国際文化協会の評議員、式典でフラを披露する小

学生とその保護者の皆さん、また、一般募集で参加をいただく皆さんで計４１名となりました。 

 また、チャ―ターフライトの日程に合わせて岩国市と合同で実施をいたします青少年海外派遣

事業につきましては、募集、選考を経て、本町から５名、岩国市から７名、計１２名がハワイ定

期便を利用してカウアイ島での滞在研修を行い、記念式典行事にも参加をすることとなっており

ます。このほかにも、チャーター便以外のハワイ定期便を利用して、この５０周年記念式典に参

加される方もおられるようで、式典参加者は合わせて６４名になる見込みでございます。町民の

皆様には、カウアイ島で開催されます姉妹島提携５０周年記念式典とチャーターフライトに対し

て、このように大きな関心を寄せていただき深く感謝を申し上げる次第でございます。 

 このたびの記念式典行事を通して、カウアイ島の皆さんとさらなる親睦を深めるとともに、次

代の交流を担う子供たちと今後の友好交流につながる活動をしてまいりたいと考えております。 

 以上、行政報告を４件させていただきました。 

 それでは、提出議案の概要につきまして御説明を申し上げます。 

 本定例会に提案をいたしております案件は、専決処分の報告１件、公営企業局事業会計積立金

の処分について１件、決算の認定に関するもの１０件、補正予算に関するもの１０件、条例の一

部改正について２件、合計２４件であります。 

 報告第１号は、７月３１日に大島中学校グラウンドの草刈り作業中に発生した物損事故により

まして損害賠償の額を定めることについて、専決処分により処理をいたしましたことを、この議

会に報告するものであります。 

 議案第１号は、公営企業局事業会計におきまして、平成２４年度の未処理欠損金を処理するた
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めに積立金を取り崩して、翌年度繰越欠損金を０円にするものであります。 

 認定第１号から認定第１０号までの１０件は、平成２４年度の一般会計を初めとする各特別会

計の歳入歳出決算並びに公営企業局企業会計事業決算の認定についてお諮りするものであります。 

 一般会計の実質収支は７億２,３６５万３,０００円の黒字となっており、公営企業会計を除く

その他の特別会計におきましても黒字もしくは収支ゼロ決算で、おかげさまで各会計とも順調に

予算の執行ができたと思っております。このことは、議員各位を初め町民の皆様の温かい御理解

と御協力のたまものであり、深く感謝の意を表するものでございます。 

 ただ、財政分析の指数につきましても、合併時から比較すると大幅な改善が図られているもの

の、財政力指数は依然として低い状況にあります。中でも、経常収支比率は福祉事務所関係経費

充当一般財源が、本来であれば普通交付税、これは普通交付税でありましたら経常一般財源に分

類されるわけでございますが、それで措置されるべきものであるというふうにずっと国のほうに

も陳情いたしておりますが、現在のところは町村において、この福祉事務所関係経費は普通交付

税ではなくて特別交付税で措置されております。この特別交付税というのは、経常一般財源では

なくて臨時的な一般財源という分類になるわけでございまして、そういう特殊な事情もあるわけ

でございます。そこで、数値が９２.０％となっておりまして、若干ではありますが上昇に転じ

ているということもございます。 

 これらのことからいたしますと、さらなる行財政改革への取り組みが非常に重要であるという

ふうに思っておるところでございます。 

 監査委員の決算審査意見並びに主要な施策の成果説明書を添えて決算書をお配りいたしており

ますが、各会計決算の詳細内容につきましては、後ほど関係参与より御説明を申し上げますので、

十分な御審議を賜りたいと思っておるところでございます。 

 議案第２号は、平成２５年度一般会計補正予算（第４号）であります。 

 既定の予算に７億２,４７０万３,０００円を追加し、予算の総額を１４９億６,４８２万

４,０００円とするものでございます。 

 議案第３号は、平成２５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）であります。 

 既定の予算に４,７６４万３,０００円を追加し、補正後の予算の総額を３６億５,６２１万

５,０００円とするものでございます。 

 議案第４号は、平成２５年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）についてであり

ます。 

 既定の予算に６２万１,０００円を追加し、補正後の予算の総額を４億２,５６１万２,０００円

とするものでございます。 

 議案第５号は、平成２５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についてであります。 
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 既定の予算に７,８１５万１,０００円を追加し、補正後の予算の総額を３３億７,３３９万円

とするものでございます。 

 議案第６号は、平成２５年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）についてであります。 

 既定の予算に８２万３,０００円を追加し、補正後の予算の総額を８億３,７４９万９,０００円

とするものでございます。 

 議案第７号は、平成２５年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてであります。 

 既定の予算に８３０万８,０００円を追加し、補正後の予算の総額を３億８,３５７万

３,０００円とするものでございます。 

 議案第８号は、平成２５年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）についてでありま

す。 

 既定の予算から１６７万７,０００円を減額し、補正後の予算の総額を３億３,０３４万

８,０００円とするものでございます。 

 議案第９号は、平成２５年度漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）についてでありま

す。 

 既定の予算に３７９万９,０００円を追加し、補正後の予算の総額を３,６０５万円とするもの

でございます。 

 議案第１０号は、平成２５年度渡船事業特別会計補正予算（第１号）についてであります。 

 既定の予算に８万９,０００円を追加し、補正後の予算の総額を８,４０５万１,０００円とす

るものでございます。 

 議案第１１号は、平成２５年度公営企業局企業会計補正予算（第１号）についてであります。 

 東和病院東棟耐震工事において、擁壁補強工事１,５７３万６,０００円を追加することに伴い、

資本的収入及び支出予算並びに継続費の総額等を補正するものでございます。 

 議案第１２号は、周防大島町税条例の一部改正について、また、議案第１３号は、周防大島町

国民健康保険税条例の一部改正についてでありますが、両条例の一部改正とも、地方税法施行令

の一部を改正する政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が６月１２日に公布されたこ

とに伴い、それぞれ関係条例の一部を改正するものであります。 

 以上、議案等の概要につきまして御説明申し上げましたが、詳しくは提案の都度、関係参与が

御説明を申し上げますので、何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようよろしくお願い

をいたします。 

 終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、行政報告並びに議案の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 
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日程第５．報告第１号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第５、報告第１号専決処分の報告について、執行部の報告を求めま

す。星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  報告第１号専決処分の報告について御説明申し上げます。 

 本件は、平成２５年７月３１日に大島中学校グラウンドの草刈り作業中発生した事故による損

害賠償の額を定めることについて、８月１３日に専決処分により処理させていただきましたので

議会に報告するものであります。 

 この事故は、議案つづり２ページの専決処分書に記載のとおり、大島中学校グラウンドの草刈

り作業中に小石をはねたことにより、隣接する社会福祉法人さつき会さつき園駐車場に停車して

いた同園所有車両のリアウインドガラスを破損させたものであります。 

 なお、損害賠償の額は８万１,１６５円であり、既に全国町村会総合賠償補償保険から８月

１９日に全額支払われましたので、あわせて御報告させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、執行部の報告を終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第１号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第６、議案第１号平成２４年度周防大島町公営企業局事業会計積立

金の処分について、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。石原公営企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  おはようございます。 

 議案第１号平成２４年度周防大島町公営企業局事業会計積立金の処分についての補足説明を申

し上げます。 

 お手元の議案つづり、３ページをごらんいただきたいと思います。平成２４年度欠損金２億

４,８８８万８,９８６円を、建設改良積立金を取り崩し補填するものです。 

 以上が、平成２４年度周防大島町公営企業局事業会計積立金の処分についての内容でございま

す。どうかよろしく御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げまして、補足説明を終

わらせていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 なお、この案件については、所管の民生常任委員会へ付託することとなっておりますのでよろ

しくお願いいたします。質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  所管委員会でありますが、質疑をしときたいというふうに思いま

す。 

 前提として、ずっと委員会で言ってきたのは、いわゆる赤字の垂れ流しということに問われた
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らいけないというのを前提に、ずっと質疑、討論をしてきました。それで、今回見てわかります

ように、今回は建設改良で取り崩して、実際的にはそれで対応できるということであります。 

 しかし、議員の皆さん方御承知のように、来年度は東和病院部分がばっくり入ってきます。い

いますのが、いわゆる、一気の取り消しが出てきます。そうすると、実際的には建設改良でいく

と、もう来年度にはパンクするという、パンクまでいかんと、わずかという状況だというふうに

考えられます。 

 そこで質疑の中心は、それじゃ、これから先どうするのかということなんです。といいますの

が、それぞれ基金の取り崩しできる内容があると思います。順番として、それじゃどれを充てて

いくのか。最終的には自己資本、これを食っていくというふうに思われますが、実際的にはかな

り、今後、際どい部分が出てくるんじゃないかというふうに考えておりますので、その点で基本

的考え方。次の基金はこれを食うてもいいよと、次はこれですよという格好で答弁をいただいて

おきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  木村公営企業局財政課長。 

○公営企業局財政課長（木村 稔典君）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 内容といたしましては決算書類の１６ページ、貸借対照表の早見表がございますけれども、今

回、この貸方の下のほうにございます建設改良積立金１１億９,２０９万７,９０８円というもの

を使わせていただいて赤字の補填をするという状況でございます。 

 今後、赤字が続きまして、こちら建設改良積立金がなくなりますと、来年度平成２６年度に地

方公営企業会計制度の改正というものがございまして、減債積立金を使って企業債を償還すると

いうこと、企業債の償還財源として使った場合、こちらを赤字の補填というか、そういう財源に

使うことができます。こちらが、現在１１億８,２３６万２,８７４円ございます。こちらを次に

充当いたしまして、もし、この減債積立金というものがなくなりましたら、自己資本金、今

５５億円ございますけれども、こちらを議会の御議決を賜りまして処理させていただくという順

番になっております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  もう一点、この件で質疑をしときたいのは、実際的に、今、地方

自治体が維持運営する病院は、もう全て厳しゅうなっちょるということは紛れもない事実だろう

というふうに思います。その中で、今、過去の一定の、いわゆる積み立て、これがあることによ

って、一定程度は維持できるだろうというのは、議員各位も御承知のとおりだろうというふうに

思います。 

 その中で、将来的になるわけなんですが、実際的には自治体が地方病院を運営する場合に一定
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程度、義務的な部分として発生する、いわゆる公営企業局にすると繰り出しという格好も一定程

度加味せんと、実際的には運営が厳しい状況が発生するんじゃないかというふうに私は危惧しち

ょるわけです。そういう中で、先ほどから町長のほうから、実際的にはかなり財政状況は好転し

ておるが一定程度厳しいというのが町長の報告でした。 

 そういう中で、どの程度のフレームまで実際見れるかというのは、ある程度早い時期に、例え

ば、今から先、新町建設計画そのほか出てきますから、いろんな議論が出てくるんじゃないかと

思いますが、その点での町長の認識だけ聞いちょきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今、財政課長のほうから説明がありましたが、当面、今のところ公営企

業局の事業会計におきましては、これまで、過去に合併前の診療施設組合、一部事務組合の時代

から非常に財政的な健全化に向けての大きな努力をいただき、そして大きな自己資本金の積み立

てとか、それぞれの基金の積み立ても行っておりまして、今現在、その公営企業局が財政的にど

うかということは余り考えられないというふうに思っておるところでございます。 

 近年の数年間におきましては赤字決算ということになっておりますが、しかしながら、これに

つきましては経常的な部分ではなくて、新たに大島病院の建設、また東和病院の改築というよう

なものから一括の償却が出るというようなことからして、大きな赤字要因が発生しておるという

ふうに思っているところでございます。そういう中で、今のお話がありましたような建設改良積

立金、その次には減債積立金、そして自己資本金まで大きな積み立てがありますが、ここまで手

をつけなくて済むようにもしなければならないというのが思いでございます。 

 今、広田議員の御質問は、それに対しまして、町の会計のほうからどのような繰り入れについ

て思いがあるかという御質問でございました。町からの繰入金、繰り越しからいえば繰出金なん

ですが、つきましては、当然、その交付税に算入されておるものは、全額繰り出しをしておると

いう状況でございます。 

 しかしながら、全国の自治体病院の赤字の補填につきましては、その交付税に算入されておる

ものとか、そのような一般的な繰り出しだけではなくて、任意の繰り出しをして赤字補填をしと

るという自治体もたくさんございます。 

 その前には、もう一点ほど、基準繰り入れという額もあるわけでございますが、できるだけ町

の一般会計と、そして公営企業局の事業会計につきましては、今現在行っておりますような交付

税算入されたものを全て繰り出し、そしてまた、それでどうしてもその運営が立ち行かなくなる

ような試算が出てくると、将来推計が出てくるということになりますときには、いずれ、そのプ

ラスのということになるんでしょうが、それも、まずは基準繰り入れ内でおさめて、そして最悪

の場合が一般的な任意の繰り入れということになるんだろうと思います。 
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 今の将来推計も行っておりますが、これは町の一般会計のほうの、今回もお出ししております

新町建設計画の財政計画の見直しにつきましても、ここの任意の繰り出しをしようというふうな

推計はいたしておりません。 

 それは反対に言えば、その公営企業局の公営事業会計のほうにおきましても、その一般会計の

ほうから任意の繰り出しまで求めなければ運営ができなくなるというふうな試算もなっておりま

せんし、できるだけ健全な経営に取り戻せなければならないと思いますが、しかしながら、大島

病院の全面的な改築移転と今回の東和病院の東棟の改築、これになりますと、これから当然、大

きな起債の償還が発生してまいります。これは当然、経費のほうに入るわけでございますから、

このことを十分、将来の財政推計見込みに取り入れて、そして、なおかつ健全な財政運営ができ

るようにしなければならないというふうに思っておりますが、このような、この数年間続いてき

た一括償却というふうなことは来年度で終わるんではないか。それから後は、今度は本格的な起

債の償還額に対応する財政運営ということになると思いますが、できるだけ、一般会計もそんな

に余裕があるというわけじゃございませんので、ぜひとも両方の会計が健全な財政運営ができま

すように努力をしたいと思います。 

 特に、そのことで今すぐに任意の繰り出しまでというふうな財政状況ではないということは思

っております。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 お諮りします。質疑が終了しましたので、本案件については所管の民生常任委員会に付託する

ことにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  御異議なしと認めます。よって、議案第１号を所管の民生常任委員会に

付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．認定第１号 

日程第８．認定第２号 

日程第９．認定第３号 

日程第１０．認定第４号 

日程第１１．認定第５号 

日程第１２．認定第６号 

日程第１３．認定第７号 
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日程第１４．認定第８号 

日程第１５．認定第９号 

日程第１６．認定第１０号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第７、認定第１号平成２４年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の

認定についてから日程第１６、認定第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計事業決

算の認定についてまでの１０議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡本会計管理者。 

○会計管理者兼会計課長（岡本 洋治君）  それでは、認定第１号平成２４年度周防大島町一般会

計歳入歳出決算の認定から、認定第９号平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算

の認定までの補足説明を申し上げます。 

 この認定は、地方自治法第２３３条第３項に規定に基づきまして、各会計の決算につきまして

議会の認定をお願いするものでございます。 

 それでは、認定第１号平成２４年度周防大島町一般会計歳入歳出決算につきまして補足説明を

申し上げます。 

 決算書の２ページをお願いいたします。歳入の合計額を申し上げますと、予算現額１５７億

１,２０１万６,０００円、調定額１６１億６,６７４万１,９４２円に対しまして、収入済額は

１５５億９２０万９,０３０円で、調定額に対する収入率は９５.９％でございます。 

 不納欠損額７８８万８,９２６円につきましては、１ページ、１款町税１項町民税は７９人の

１８３万７,７８１円、２項固定資産税は１５２人の４６８万６,１７５円、３項軽自動車税は

７５人の２８万９,２００円。 

 １１款分担金及び負担金１項負担金では、保育料１０人分の１０７万５,７７０円の合計とな

っております。 

 収入未済額６億４,９６４万３,９８６円のうち、事業の繰り越しに伴う未収分を差し引いた残

りの収入未済額１億７,９３６万８,４０６円の内訳につきましては、主に１ページの１款町税

１項町民税、現年２５８人、滞納繰越分３８７人、合計で６４５人で４,４０７万８,９６８円、

２項固定資産税は現年が４２９人、滞納繰越が４４６人、合計で８７５人で６,１５８万

５,９８２円、３項軽自動車税は現年が２０１人、滞納繰越分１８７人、合計で３８８人でござ

います。３０２万９,９００円。 

 １１款分担金及び負担金２項負担金は、保育料の現年５人、滞納繰越４８人、合計で５３人の

７１８万２,００２円です。 

 ２ページ、お願いします。１２款使用料及び手数料１項使用料で、住宅使用料の現年７１人、

滞納繰越４６０人、延べ数は５３１人で５,９９０万４,０９７円となっております。 
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 １３款国庫支出金の２億５,１３７万６,０００円、１４款県支出金の９,５２９万９,５８０円、

２０款町債の１億２,３６０万円につきましては、事業の繰り越しに伴う未収でございます。 

 ４ページをお願いいたします。歳出の予算現額１５７億１,２０１万６,０００円に対しまして、

支出済額は１４７億１９１万３,６４７円で、執行率は９３.６％でございます。 

 翌年度繰越額５億５,３９１万７,０００円につきましては、６月定例議会におきまして報告し

ております平成２４年度周防大島町繰越明許費の繰越額でございます。内訳は、３ページの５款

農林水産業費１項農業費で県営農業基盤整備事業のほか１件の３,２６４万４,０００円、３項水

産業費で海岸保全整備事業のほか２件の３億４,１７２万２,０００円、７款土木費２項道路橋梁

費で道路新設改良事業費のほか２件の１億６４９万円でございます。６項住宅費の公営住宅一般

管理経費で４,７９６万８,０００円、それから４ページの８款消防費１項消防費で消防施設整備

事業費の２,５０９万３,０００円でございます。 

 歳入歳出差し引き残高は８億７２９万５,３８３円でございます。 

 不用額につきましては、その総額が４億５,６１８万５,３５３円となっており、平成２３年度

決算に比べて２１％の減となっております。 

 以上で一般会計の説明を終わります。 

 詳細につきましては、４１ページからの一般会計の歳入歳出決算事項別明細の御参照をお願い

いたします。 

 なお、以後の各会計の事項別明細につきましても説明は割愛させていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

 続きまして、認定第２号平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計の歳入歳出決算に

つきまして、補足説明を申し上げます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額３６億８,５７７万１,０００円、調定額３７億１,１３９万６,８４５円に対し

まして、収入済額は３５億７,７２８万３,５６３円で、調定額に対する収入率は９６.４％でご

ざいます。 

 不納欠損額は国民健康保険税の１７４人で６６１万８,０００円となっております。 

 また、収入未済額は国民健康保険税の現年９２９人、滞納繰越分１,０７０人、合計で

１,９９９人で１億２,７４９万５,２８２円でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額３６億８,５７７万１,０００円に対しまして、支出済額は３５億７,７２８万

３,５６３円で、執行率は９７.１％となっております。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は１億８４８万７,４３７円となっております。 
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 また、歳入歳出差引額は０円の決算となっております。 

 なお、被保険者の状況でございますが、２４年度末の世帯数は４,０５４世帯、被保険者数は

６,５６５人で、加入率は３５％でございます。また、１人当たりの医療費は４４万９５３円と

なっております。 

 続きまして、認定第３号平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算に

つきまして、補足説明を申し上げます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額４億２,４４８万円、調定額４億２,１４５万９,２７１円に対しまして、収入

済額は４億２,１１８万３２０円で、調定額に対する収入率は９９.９％でございます。 

 不納欠損額は、後期高齢者医療保険料の１人で２万２,５４１円となっております。 

 また、収入未済額は後期高齢者医療保険料の現年の１７人、滞納繰越分５人、合計２２人で

２５万６,４１０円でございます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額４億２,４４８万円に対しまして、支出済額は４億２,０７５万９,２９８円で、

執行率は９９.１％となっております。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は３７２万７０２円となっております。 

 歳入歳出差引残高は４２万１,０２２円でございます。 

 なお、平成２４年度末における７５歳以上の被保険者数は５,５９７人でございます。また、

１人当たりの医療費は９５万７,９１１円となっております。 

 続きまして、認定第４号平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきま

して、補足説明を申し上げます。 

 １７ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額３３億１,１６３万５,０００円、調定額３２億９,５６２万８,２３７円に対し

まして、収入済額は３２億８,９８９万１,８９７円で、収入率は９９.８％となっております。 

 不納欠損額の８０万５,９２０円は、介護保険料の２９人分でございます。 

 収入未済額は介護保険料の現年が７４人、滞納繰越８２人、合計１５６人で４９３万４２０円

でございます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額３３億１,１６３万５,０００円に対しまして、支出済額は３２億１,２２５万

９,１９２円で、執行率は９７％でございます。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は９,９３７万５,８０８円となっております。 

 歳入歳出差引残高は７,７６３万２,７０５円でございます。 
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 なお、２４年度末の第１号被保険者数は９,１０９人で、人口に占める割合は４８.６％となっ

ております。また、認定者数は２,１６７人となっております。 

 続きまして、認定第５号平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算につきま

して、補足説明を申し上げます。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額８億６,７１０万５,０００円、調定額９億３,５３４万３,２９８円に対しまし

て、収入済額は８億６,２２５万５,４３６円で、収入率は９２.２％となっております。 

 不納欠損額は０円で、収入未済額は、２款の使用料及び手数料１項使用料で、給水使用料の現

年３４３人、滞納繰越２,０９３人で７,３０７万９,８６２円で２項手数料の８,０００円、合計

で７,３０８万７,８６２円となっております。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額８億６,７１０万５,０００円に対しまして、支出済額は８億６,２２５万

５,４３６円で、執行率は９９.４％でございます。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は４８４万９,５６４円となっております。 

 歳入歳出差引残高は０円の決算でございます。 

 なお、給水人口は１万６,６２６人、普及率は８８.７％となっております。 

 続きまして、認定第６号平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまし

て、補足説明を申し上げます。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額３億８,７５８万２,０００円、調定額３億８,５４２万４,７８３円に対しまし

て、収入済額は３億７,９０２万２,４８３円で、収入率は９８.３％でございます。 

 不納欠損額は６８万３,６２０円で、分担金の滞納繰越分３８人で４６万５,２００円、使用料

の滞納繰越分１４人の２１万８,４２０円となっております。 

 収入未済額の５７１万８,６８０円の内訳につきましてでございますが、１款分担金及び負担

金で１項分担金で受益者分担金の現年１７人、滞納繰越で９８人で１３２万６,０００円、２款

使用料及び手数料１項使用料で現年４０人、滞納繰越１１３人で４３９万２,６８０円でござい

ます。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額３億８,７５８万２,０００円に対しまして、支出済額は３億７,９０２万

２,４８３円で、執行率は９７.８％でございます。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は８５５万９,５１７円となっております。 

 歳入歳出差引残高は０円の決算となっております。 
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 平成２４年度末の町全体の下水道集合処理の普及率は３８.２％となっております。 

 続きまして、認定第７号平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につ

きまして、補足説明を申し上げます。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額３億３,０００万円、調定額３億２,９２３万１,５３５円に対しまして、収入

済額は３億２,６９８万１,９９５円で、収入率は９９.３％でございます。 

 不納欠損額は４９万５,３２０円で、分担金で滞納繰越２５人分の４３万１,８４０円と、それ

から使用料の滞納繰越分４人分の６万３,４８０円となっております。 

 収入未済額は１７５万４,２２０円でございます。内訳につきましては、１款分担金及び負担

金では分担金の現年３人、それから滞納繰越分４３人で７７万９００円、２款使用料及び手数料

１項使用料で農業集落排水使用料の現年１６人、滞納繰越３２人で９８万３,３２０円でござい

ます。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額３億３,０００万円に対しまして、支出済額は３億２,６９８万１,９９５円で、

執行率は９９.１％でございます。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は３０１万８,００５円となっております。 

 歳入歳出差引残高は、繰入金で財源調整を行っておりまして、０円の決算となっております。 

 続きまして、認定第８号平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算につ

きまして、補足説明を申し上げます。 

 ３３ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額３,５３９万６,０００円、調定額３,２８６万９,８８４円に対しまして、収入

済額は３,２４３万５,５３２円で、収入率は９８.７％となっております。 

 不納欠損額は使用料の１人で１万９,２２０円となっております。 

 収入未済額は、２款使用料及び手数料１項使用料の現年４人、それから滞納繰越分１３人で

４１万５,１３２円でございます。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額３,５３９万６,０００円に対しまして、支出済額は３,２４３万５,５３２円で、

執行率は９１.６％でございます。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は２９６万４６８円となっております。 

 歳入歳出差引残高は、繰入金で財源調整を行っておりますので、０円となっております。 

 続きまして、認定第９号平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算につきまして、

補足説明を申し上げます。 
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 ３７ページをお願いいたします。 

 歳入の予算現額７,７７６万７,０００円、調定額７,４４８万１,９２７円に対しまして、収入

済額は７,４４８万１,９２７円で、収入率は１００％でございます。 

 不納欠損額、収入未済額ともに０円となっております。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 歳出の予算現額７,７７６万７,０００円に対しまして、支出済額は７,４４８万１,９２７円で、

執行率は９５.８％でございます。 

 翌年度繰越額は０円で、不用額は３２８万５,０７３円となっております。 

 歳入歳出差引残高は０円でございます。 

 続きまして、実質収支に関する調書の御説明を申し上げます。単位は千円で記入しております。 

 ３２５ページをお願いいたします。 

 一般会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額１５５億９２０万９,０００円、歳出総額１４７億１９１万４,０００円、歳入歳出差

引額は８億７２９万５,０００円でございます。そのうち翌年度へ繰り越すべき財源８,３６４万

２,０００円を差し引きました実質収支額は７億２,３６５万３,０００円で決算をいたしており

ます。 

 ３２６ページをお願いいたします。 

 国民健康保険事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額３５億７,７２８万４,０００円、歳出総額３５億７,７２８万４,０００円、歳入歳出

差引額は０円で、実質収支も同額でございます。 

 ３２７ページは後期高齢者医療事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額４億２,１１８万円、歳出総額４億２,００７万５,９００円、歳入歳出差引額は

４２万１,０００円で、実質収支額も同額でございます。 

 ３２８ページは介護保険事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額３２億８,９８９万２,０００円、歳出総額３２億１,２２５万９,０００円、歳入歳出

差引額は７,７６３万３,０００円で、実質収支額も同額でございます。 

 ３２９ページは簡易水道事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額８億６,２２５万５,０００円、歳出総額８億６,２２５万５,０００円で、歳入歳出差

引額は０円で、実質収支額も同額でございます。 

 ３３０ページは下水道事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額３億７,９０２万２,０００円、歳出総額３億７,９０２万２,０００円で、歳入歳出差

引額は０円で、実質収支額も同額となっております。 
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 ３３１ページは農業集落排水事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額３億２,６９８万２,０００円、歳出総額３億２,６９８万２,０００円で、歳入歳出差

引額は０円となります。実質収支も０円となっております。 

 ３３２ページは漁業集落排水事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額、歳出総額は同額の３,２４３万６,０００円で、収支均衡の決算でございます。 

 ３３３ページは渡船事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額、歳出総額ともに同額の７,４４８万２,０００円で決算しております。 

 続きまして、財産に関する調書の御説明を申し上げます。 

 この調書につきましては、今年度、異動のあった部分のみを説明させていただきます。 

 ３３５ページをお願いいたします。 

 １、公有財産の（１）土地及び建物の減につきましては、久賀中学校及び明新小学校の改修に

伴う解体が主な要因となっております。 

 まず、建物につきましては、木造面積のうち６６６.９５平方メートルの減は、明新小学校講

堂の解体が４７０.９５平方メートルで、そのほか浮島小学校の倉庫、それから峠の下住宅及び

旧日見ポンプ場の解体が含まれております。非木造の１,７１２.２２平方メートルの減につきま

しては、久賀中学校の特別教室等の解体と浮島小学校の倉庫新築で１,２９４.６８平方メートル

の減、その他施設では、高齢者生きがい農園や白木野活センター等の解体、橘斎場の新築を合わ

せて４０５.８５平方メートルの減となっております。木造、非木造を合わせて２,３７９.１７平

方メートルの減となっております。 

 ３３６ページをお願いいたします。 

 （２）の山林から（５）の有価証券につきましては、異動はございません。 

 ３３７ページをお願いいたします。 

 （６）の出資による権利では、柳井地域広域水道企業団へ３,７９３万８,０００円出資してお

りまして、年度末残高は４９億４,３６４万２,３０５円となっております。 

 ３３８ページの山口県東部森林組合出資金の７,０００円の増は、配当金の積み立てでござい

ます。 

 ３３９ページをお願いいたします。 

 ２の物品につきましては、車両関係で防災車両のユニック車１台や竜崎温泉等のマイクロバス

３台、それから久賀地区のごみ収集車等を購入し、東和病院の患者移送車及び大島病院の救急車

をそれぞれ１台廃車、また、社会福祉協議会への貸し出しのリフト車等を廃止した結果、車両台

数に増減はありませんでした。 

 備品につきましては、３４０ページの町のホームページ用ほかでサーバーが３台、また、
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３４３ページの橘斎場の棺運搬車等を購入しております。 

 ３４４ページをお願いいたします。 

 ３の基金、（１）財政調整基金は８億２,９２９万５,０００円の増で、年度末残高は３６億

３,８０６万９,０００円となっております。 

 （２）の減債基金は１億５,００１万３,８００円の増で、年度末残高は５億２８７万

８,０００円でございます。 

 （３）の県収入証紙購入基金は、変更ございません。 

 （４）の奨学資金貸付基金の１万３,０００円の増は、利息でございます。 

 （５）福祉振興基金の１０万９,０００円の増につきましても、利息の積み立てでございます。 

 ３４５ページの（６）国民健康保険基金は、利息の２万円を積み立てて、年度末残高は

５,０７５万９,０００円となっております。 

 （７）の介護給付費準備基金は３,４５５万６,０００円の積み立てを行い、年度末基金は、同

じく３,４５５万６,０００円となっております。 

 （８）のふるさと創生基金は利息を積み立てて、年度末現在高は４億７５２万５,０００円で

ございます。 

 （９）の土地開発基金につきましては、土地面積で７,７７５.０１平方メートル増加し、現金

で８,５９５万１,０００円減少しております。利息の積み立てを合わせて、年度末現在高は２億

７,０６７万４,０００円となっております。 

 ３４６ページ、（１０）の中山間ふるさと水と土保全基金は、変更はございません。 

 （１１）のちびっ子医療費助成事業基金は、取り崩しと利息の積み立てにより１,４２８万

５,０００円の減で、年度末残高は１,８２７万３,０００円でございます。 

 （１２）観光振興事業助成基金は、取り崩しと利息の積み立てによりまして１,０４４万円の

減で、年度末残高は３,１３３万９,０００円でございます。 

 （１３）の福祉医療費一部負担金助成事業基金では、同じく取り崩しと利息の積み立てにより

まして１,３５５万８,０００円の減で、年度末残高は１,５０４万２,０００円でございます。 

 （１４）のふるさと応援基金は、積み立てと取り崩しを行いまして４２万５,０００円の増で、

年度末残高は５５０万４,０００円でございます。 

 ３４７ページ、お願いいたします。 

 （１５）外国語活動推進事業基金につきましても、積み立てと取り崩しを行い、年度末現在高

は５,００９万８,０００円となっております。 

 また、（１６）のＣＡＴＶ加入促進事業基金は、利息の積み立てと取り崩しを行い、年度末残

高は３,７６０万４,０００円となっております。 
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 以上で、認定第１号平成２４年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定から、認定第９号平

成２４年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定までの補足説明を終わります。 

 なお、決算附属書類、監査委員の審査意見書及び主要な成果を説明する書類を添付しておりま

すので、御審議の上、認定を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  御苦労さまでした。 

 暫時休憩をいたします。 

午前10時46分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時00分再開 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続いて、補足説明を求めます。石原公営企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  認定第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計事

業決算の認定について補足説明を申し上げます。 

 お手元の、平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算書書類１ページの決算報告書

をお開きいただきたいと思います。 

 まず、収益的収入及び支出の決算額がありますが、収入合計４３億５,６０９万９,６１２円に

対しまして、２ページ目の最後の段に、支出合計の最後の段にありますが、支出合計は４５億

５,８９３万５,９１９円の決算となりました。 

 次に、３ページの資本的収入及び支出の決算額でありますが、収入合計が１６億５,１１４万

９,０００円に対しまして、４ページの支出合計は１７億５,９６６万３,３５７円の決算となり

ました。 

 次に、財務諸表につきまして御説明を申し上げます。 

 まず、７ページの損益決算書について御説明申し上げます。 

 これは、平成２４年度の経営状況をあらわすものでございますが、医業収支では１０億

１,１６０万４,８０３円の医業損失となり、医業外収支では７億６,０３６万７,９６７円の医業

外利益となり、特別利益３７５万５,５５０円、特別損失１４０万７,７００円を合わせた当年度

の純利益は、２億４,８８８万８,９８６円の赤字となりました。 

 なお、現金収支の伴わない費用であります、減価償却費・繰延勘定除却費・資産減耗費の合計

は、４億１,６４８万７,０９４円を除いた当年度の利益は１億６,７５９万８,６０８円となりま

す。 

 次に、９ページの剰余金決算書でありますが、借入資本金につきましては、企業債の借入及び
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償還に伴いまして、年度末残高が９４億５,０９３万７２１円となりました。資本剰余金のうち

補助金につきましては、補助金を財源とした医療機器の廃棄処分に伴いまして８１万

３,０００円を、医療機器に対する国庫補助金及び東和病院東棟改築（耐震）工事に対する補助

金の受け入れ４億１８４万９,０００円を計上し、資本剰余金の年度末残高が１４億５,３０２万

１,５２６円となりました。利益剰余金のうち、建設改良積立金につきましては２３年度の欠損

金処理額３億１,２４８万５,８９５円を計上し、未処分利益剰余金につきましては２４年度の欠

損金２億４,８８８万８,９８６円を計上し、利益剰余金の年度末残高が２１億２,５５７万

１,７９６円となりました。 

 次に、１１ページの欠損金処理計算書につきましては、議案第１号の補足説明を申し上げまし

たが、平成２４年度欠損金を建設改良積立金から繰り入れ補填しております。 

 次に、１３ページの貸借対照表について御説明申し上げます。 

 これは、平成２５年３月３１日時点の財政状況をあらわしており、１４ページの資産合計は

２０１億１,６４３万６,９２６円、負債合計は１５億４８９万９,６５３円、１５ページの資本

合計は１８６億１,１５３万７,２７３円でございます。 

 以上、概略を御説明申し上げましたが、附属資料といたしまして、１７ページ以降に事業報告

書、収益費用明細書、固定資産明細書、企業債明細書を添付しております。 

 平成２４年度決算は赤字決算となりましたが、３病院を堅持し、地域医療を守るためにも経営

改善に全力を挙げ、信頼される病院づくりに職員一丸となって努めてまいりたいと思います。 

 以上で、認定第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局事業決算の認定について補足説明を

終わります。 

 なお、本決算書は監査委員の審査に付して、その意見書を別冊に添付しておりますので、御審

議の上、御認定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑は議案ごとに

行います。 

 なお、議員各位にお願いでございますが、認定案件については、後ほど所管委員会への付託審

査をお諮りし、委員会にて詳細なる審議を願う予定としておりますので、ここでは総括的、大綱

的な質疑を行っていただきたいと思います。 

 認定第１号平成２４年度周防大島町一般会計歳入歳出決算の認定について質疑に入ります。一

般会計歳入歳出につきましては、歳入と歳出を分けて質疑を行います。 

 まず、歳入について質疑を行います。なお、財産に関する質疑もここでお願いします。質疑は

ありませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  まあ、質疑をするほうからすれば、総括的、大綱的というのはど
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こを指すのか、委員会審議でどこへいくのか、いう格好で、非常に難しいということがあります。

基本的には、本会議は、付託される前については、どの内容についても所管あるいはどの部分に

ついても質疑を行っていいというのが議会ルールです。ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 まず第１点は、いわゆる町税関係であります。先ほど、不納欠損については補足説明の中であ

りました。それで、実際的には、いわゆる町税関係は５年、いわゆる５年をもとに判断して不納

欠損としたのか、それとか死亡も発生すると思います。その辺はどういうふうに見ておるのかと

いう点を聞きたいというふうに思います。 

 また、町税関係で、実際的に２４年度中にいわゆる町税が入ってきますが、法人何件も含めて

ですが、実際的には、町税の場合には給与所得、年金所得、そして農林漁業いう区分けがされて

おりますので、まず、その点について御報告をお願いしたいというふうに思います。それが１件

目です。税務課関係です。 

 そして、総務課関係でお聞きしますが、実際的に、いわゆる職員給与費は基本的には下がって

きております。それで、しかし、その単年度で見た場合に、当初、２４年度で、何人で、何人の

職員体制でいきましたと。これ、まあ、一般会計ですから特会及びそのほか除きますが、一般会

計で年度当初、予算上何人の体制で運営しようとしたと。それで、退職者が何人で、実際的には

新規採用が何人だったというのが、２４年度の１年間の流れとして、職員体制として報告を求め

たい。これが２件目です。 

 そして、３件目が、実際的にここに入るということですから財産の調書で聞いておきたいとい

うふうに思いますが、実際的に調べてみますと、３カ所を購入されたということであります。

３カ所。年度中に３カ所。それで、実際的には、基本的には、土地開発基金を購入財源にした場

合は、なかなか議員はわからんわけです。それで、実際的にその部分が、例えば、どういうとこ

ろに当たるのかというのが非常にわかりにくい部分があります。例えば、Ｂ＆Ｇの残りの部分に

ついては、旧大島町の議員ですから、当然、ああ、あそこのところが土地開発基金で買われたの

かなと。残った部分はね。Ｂ＆Ｇんとこ。それで、実際的には、ああ、あそこが一部残っちょっ

たんかというのがわかりますが、旧町以外のところはわからんわけです、実際的にですね。です

から、面積と購入目的等を御報告いただければというふうに思います。これが２件目です。あ、

３件目に入るか。 

 それで、３件目が、財政になれば、いわゆる交付税関係、これも毎回聞いておりますが、基準

財政需要額及び基準財政収入額、これを聞いておきたいというふうに思います。特に、町長が先

ほど報告されたように、例えば、市のレベルだったら普通交付税の対象になるが、実際的には特

交の対象になる。そのことによって、実は、経常収支比率が悪くなってきちょるというのが先ほ

ど言われました。それで、私たちも、当然、ちなみにですね、当然、普通交付税で算定すべきだ
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って、基準財政に、財源のほうにね。財源でなくて、財政のほうに入るべきだというのが私自身

の考えであります。何で、それじゃ、市がそうあって、まあ、交付税法の中に入るんかどうかも

わかりませんが、何で町村がやった場合がいわゆる特交なのかということも、もう少し報告いた

だければよろしいんではないかというふうに思いますんで、以上、概略、４点についてお願いい

たします。 

○議長（新山 玄雄君）  木村税務課長。 

○税務課長（木村 秀俊君）  ただいま御質問のありました広田議員さんの、まず、２４年度の各

給与所得の内訳、それから滞納処分、いわゆる不納欠損の考え方につきまして御説明をさせてい

ただきます。 

 ちょっと順番入れかわりますけれども、まず、平成２４年度の各給与所得の状況につきまして

御報告、御説明させていただきます。 

 まず、これは平成２４年度の当初賦課ベースの数字でございます。給与所得、納税義務者数が

４,３５６人、総所得金額１０４億７,５４６万２,０００円。営業所得４６２人、１２億

８２８万１,０００円。それから農業所得１４８人、１億７,９６２万円。その他の所得

２,２２９人、総所得金額２７億９,７４８万４,０００円。それから、最後が譲渡所得でござい

ます。３１名、１億３,６９１万円ということになっております。 

 それから、２点目の、不納欠損に係る今現在の考え方といいますか、対応のことでございます。 

 先ほどお話がありましたように、不納欠損、５年を超えたもの、それから滞納処分停止後３年

を経過したもの、それから、滞納処分の停止後に即執行停止をして欠損するという、この３通り

ございます。税務課におきましても、いろいろと納期限を過ぎて延滞金がかかるというふうなこ

とで、いろいろと滞納整理等を行っております。で、さまざまな個別の案件に対しまして、いろ

いろと鋭意、その方々のいろいろな条件等も酌み取りまして対応しているところでございます。 

 通常５年経過、地方税法の１８条ということになるわけなんですけれども、このあたりにつき

ましても、単純に５年を経過するということではなくて、その中で、さまざまにいろいろと当該

滞納者の方とのいろいろな折衝、そういったものをやりとりをして、どうしてもなかなか難しい

という部分について、やむを得ず１８条の１が適用されて、５年経過後不納欠損ということにな

っているとこでございます。 

 それと、後の、滞納処分をしまして執行停止、あるいは執行停止をして３年経過、ないし執行

停止をして即欠損というこの部分につきまして、地方税法の第１５条７が規定されるわけなんで

すけれども、このあたりにつきましても、全ての情報を収集しまして、当該本人さんが資産があ

るなし、そういったもの、金融機関に対していろいろな調書、そういったものを全て請求しまし

て、全ての総合的な見地からやむを得ないと判断した場合のみ執行停止、３年経過あるいは即不
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納欠損というふうな経緯を取っとります。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  まず、人件費のことについてお答えいたします。 

 ２４年度当初は、２７８人で当初予算を計上しておりますし、決算も２７８名分でございまし

た。で、２４年度は採用を１０人し、退職が２３人おりました。 

 続きまして、公有財産ですけれども、土地開発基金で購入いたしましたのは久賀の生涯学習村

付近。面積で言いますと１,４４６平米。それから、西三蒲Ｂ＆Ｇのプールのあたりですけれど

も１,６０３平米。それから、西安下庄いろはの土地ですが３６０平米。以上、６筆になってお

ります。 

 それから、交付税の基準財政需要額と収入額でございますが、基準財政需要額は８９億

６,０４３万９,０００円でございます。収入額は１３億２,５３８万４,０００円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  中村財政課長。 

○財政課長（中村 満男君）  福祉事務所関係経費の扶助費ですか、これに当たる一般財源が何で

特交なのかということでございますが、私どもも普通交付税で措置していただくように毎年毎年

要求なり意見は国のほうに申し上げております。でありますが、今、現時点での国の回答といた

しましては、もちろん法律で定められた形だからというのが前提ではありますが、普通交付税の

ほうに町村部分を持っていくっていうのは、まだ事例として少ない、ということが私のほうには

回答として来ております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  再質問でありますが、実態として、かつて土地開発基金の活用に

ついては、いわゆる公共用に資するための先行取得というのが流れでありました。それで、実際

的には、今、聞いておりますと、先行取得して何をするんだろうかという疑義があります。例え

ば、久賀の場合。例えば、あの場合は椋野と違って、いわゆる借地契約をした上で、その上に住

宅を建てたというのが、まあ、一面的経緯の見方かどうかはわかりませんが、実際的にはそうい

うふうに聞いております。今回、久賀で買うというのが、面積比率、全体、例えば、さっき

１,４００言われましたかね、あそこの地域が１,４００余り買いますよということを言いました

が、実際的には、例えば、住宅用地部分が幾ら、住宅、上に建っている部分が幾ら。それで、い

わゆる、その隣接する空き地ですよね。どういうふうな言い方をしよるかわかりませんが、例え

ば、駐車場ということで町が買うとすれば、面積比率は実際的にはどういうなんか。また、そこ
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の用地を買うということは、どういうふうに活用しようとするのかいうんが非常に不明なんです

よ。例えば、駐車場用地にするんじゃとか、具体的にですね、そういうのが決まっておれば、ま

た違うかもわかりません。そこに、いわゆる、住宅があるわけですからね。ただ、あそこを見て

もわかるように、結構、住宅の中にも入れております。それが久賀の分です。 

 それと、もう一つは橘の分。これは、橘の分もですね、やっぱり先行取得なら、やっぱり先行

取得のような目的があったんじゃなかろうかというふうに思うんです。その点について、先行取

得の判断ですよね。それは、どういうなっちょるんか聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  土地開発基金で取得するときの目的でございますが、これは、ちゃんと

条例に定めてある、その条例の中に先行取得できる状況っていうのはちゃんと網羅してあります

ので、それに基づいてから先行取得をしてるわけでございます。 

 今の久賀の件でございますが、久賀は、実は、取得をせずに借地契約でもってからその建物を

建てておる。そして、今おっしゃられましたが、御質問がありましたが、住宅部分とそれに関連

する部分の区分けはどうなのかというお話でございますが、全て町営住宅用地としておりますの

で、特に、その中が住宅用地とその住宅関連用地としてからおいてあるわけじゃなくて、八幡地

区の場合につきましては、全ては住宅用地として借地がされておる。その中に住宅もあるし、一

部、駐車場とか駐輪場とか、一部は公園とか、いろいろなものありますが、これは、私たちは、

取り扱いとすれば全てが八幡住宅用地というふうに捉えております。 

 その中の一部について、地権者のほうとの話し合いの中で取得をしなければならない状況が起

こってきたということで、土地開発基金を使って取得をさしていただいたということでございま

す。土地開発基金で取得しておる中には、土地開発基金の中には、当然、現金と土地というもの

があるわけでございますので、財産があるわけですが、当然、いずれかの時点では一般会計に買

い戻して、行政財産でありますので、買い戻さなければならないというふうに思っております。 

 これは、ちょっと、今からすごく大きな問題になってくるんだろうと思います。このように、

これは、ちょっと地権者との話がいろいろありまして、急遽予算化するまでもなく、早くも買い

取らなければならないという状況がありましたので、これは、その八幡の住宅の一部です。しか

しながら、この話がほかの地権者にどんどん出てしまいますと、今度は、私も私も、もう借地じ

ゃなくて買い取りにしてくれというふうな話になったときには、これは、町の今の財政状況で、

全て久賀地区にあります借地たくさんありますので、これを全て１回、それは土地開発基金じゃ

とっても買えるような額じゃありませんので、土地開発か一般会計かで、一般財源かで買うとい

うことになりますと、それは、なかなか今すぐにはできないというふうに思っておりますので、

少しずつでもその財源が確保できれば、土地開発だけではなくて、一般会計でも買い戻しておか
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なければならない状況になってきたんだなというふうに思っているところでございます。 

 橘の件でございますが、橘の件につきましては、もう既に、旧いろは旅館の土地でございます

が、既に競売から個人の方が取得をされておられました。町とすれば、旧橘の安下庄地区の非常

に立地のいい場所にあります。そして、西側も町有地です。そして、南側も町有地であります。

前は県道、横は町道という形に囲まれた地域でございまして、いずれ、特別に、その個々、より

具体的な利用目的というよりも、大きな感覚として、感じとして、安下庄地区の町有地の財産と

しておくべきだということが一つございました。 

 もう一つは、当然、目的がなければできないわけでございますので、先行取得ということもご

ざいました。その先行取得の中には、いろいろな、こういう使い方こういう使い方もございます。

一つには、特に、その具体的にどこのそこの代替用地ということはございませんでしたが、非常

にいい土地なので、例えば、県道や町道の改修工事の立ち退きが起こるときの代替用地にも当然

使えますし、また、当時、橘庁舎の解体をして、そして、橘総合支所、今の規模からいくと、も

う全然小さな規模の総合支所のみの建てかえを計画しているわけでございますが、それの位置と

しても検討もしておりました。いろいろ、この状況からして、今現在は、取得した後には、この

地域の駐車場に、今、整備をするということで、当初予算でも議会でも御議決をいただきました

ので、今、駐車場にすべく工事を発注しておるというところでございます。駐車場であれば、将

来また別の用途にもいつでも変更できるということでございますので、そのような形で、今、橘

のいろは旅館の跡地については取得をさしていただいております。 

 土地開発基金は、額が、そんなに大きな額を積んでおるわけではございませんので、そんなに、

土地開発基金の本来の目的、本来の目的というか、目的はたくさん書いてありますが、本来の、

例えば、先行取得をしとってどんどん工事を進めていくという、従来どおっと、バブル期のよう

な状況では、今なかなか土地開発基金は使いにくいという状況になっておりまして、以前であっ

たら、土地開発基金じゃ使い勝手が悪いからっていうんで土地開発公社をつくっておったという

旧町の町の何件もありましたが、今、現在は土地開発基金で運用できるという状況になっており

ます。 

 しかしながら、先ほど申し上げました、すごくたくさんの借地がありますが、これをいかにし

てですね、土地開発基金だけじゃないんですが、一般会計でもそうなんですが、できるだけ早く

解消しなければならないということがありますので、今後とも、この土地開発基金や、また一般

財源でもって、この借地でもって、かたいものがついちょるですね。例えば、グラウンドとか駐

車場だったらいつでも改修できる状況なんですが、例えば、もう、住宅とかいろいろな施設とか

が建っておるとこについては、できるだけ町の底地である土地も町有地にしておくべきだという

ふうに思っておりますので、土地開発基金だけではなくて、皆さん方とも議会とも相談しながら、
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できるだけ町の固有の財産にしておきたいというふうな気持ちでおるところでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに。田中議員。 

○議員（３番 田中隆太郎君）  今の関連質問ですが、今、町長さんが、あれですよね、いろはの

土地は競売物件だったというお話でございましたが、実質買われたのは１,５００万円、

１,４９５万４,０００円ぐらいで、今度、町が買われたんだろうと思うんですが、当時いろはさ

んが破産して競売、これ、銀行かどっかが競売にかけたんだろうと思うんですが、この当時の競

売価格はどれぐらいであったんか、できたら教えてほしいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  ここに、今、正確には持っておりませんが、お話を聞いたところにより

ますと、９００万円弱だったというふうに聞いております。当時は、今でなくて、ずっと、数年

前の話でございまして、当時は、当然、その上に上物の旅館が建っておったわけでございます。

当時、私たちもちょっと、いろいろな方面から、町が本当に必要であったら、その競売に参加す

るべきではなかったのかというふうなお話もいただきました。しかしながら、町は、一般の民間

の皆さん方と競争しながら競売に参加して土地を取得するという方法は、よっぽど、まあ、やっ

ていけないことはないと思いますが、その競売物件をずっと、その、どういいますかね、出てく

るものしょっちゅう目を光らせて見ておって、それに競売に参加するというようなことはいたし

ておりません。 

 そして、もう一つは、今回、今おっしゃられましたように、９００万円弱から１,５００万円

弱ということで買収したわけでございますが、しかしながら、これについては、もう底地だけの

土地だけにしてほしいということで申し上げました。何かといいますと、町が解体工事を発注し

ますと非常に高い価格になるという可能性があるということもございます。そして、また、土地

だけの評価ならすぐできますが、建物をつけた評価っていうのはなかなかできないわけでござい

ますので、むしろ、あの土地だったら建物がついちょるほうが当然マイナスになるというふうな

こともございますので、建物はない更地にしてからやっていただいたということでございます。 

 そして、その評価額のことでございますが、当然、平成１７年から平成２２年ですか、そのあ

たりで、町が、あの、全くあの土地なんです、このすぐ隣の土地なんですが、町が買収して売る

土地。そして、また、町有地を今度は、これは言ってもいいんですが、ＪＡ山口大島に売ってお

ります。これらの土地の価格と比較して同じような価格で、売却したものと同じような価格で買

収をしたということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  田中議員。 

○議員（３番 田中隆太郎君）  価格的には、現在の価格で買うたっていうことですが、売ったほ

うからいうたら、９００万円が１,５００万円になって、解体費が６００万円かかったっていう



- 32 - 

ことですよね、本当は。金利は今ゼロと考えてですね。現在の状況で。ちょっとあんまり高過ぎ

るんじゃないかと思って質問したんですけど、実際的に何平米あったんかようわかりませんけど、

解体で坪当たり３万円なら３万円で計算して、解体費を計算したらなんぼぐらいになるんか、ち

ょっと教えてほしいと。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  競売で落とされたその方は、当面はあの建物がついた状態で評価をされ

て、例えば、あの建物が評価に値したのか、またはマイナスの評価に値したのかっていうのは、

これはちょっと私たちの推測でしかないんですが、その競売で取得された方は、その後、貸別荘

のような形で利用しておられたわけですね。その方とすると、あの競売物件というのは、実は、

裁判所が出した基準価格がございますが、多分それに近い価格で落札されとると思います。そし

て、町のほうは、その建物が利用価値があるかないかということもございますが、私たちが見た

ところ、当然、町は取得しても、あの建物は全く町としては利用することがないということで、

建物があれば町は多分買わなかったと思うんですが、更地にするということで買わせていただき

ました。だから、競売で落札された価格とプラス解体費用を足しますと、それは、私たちが評価

した額よりは低いんかもわかりません。 

 しかしながら、町は、その一つ一つの土地の物件ごとに、取得した価格と解体費用を乗せて町

が買収するという交渉はいたしておりません。例えば、これが反対に、価格が１,０００万円で

解体費が１,０００万円かかって２,０００万円かかったんですよという地権者が言われたとして

も、私たちは、その地域の評価額、県が示しておりますが、その評価額に合わせて、それで交渉

し、それで合意に至れば買収するということでございますんで、今、おっしゃられたように、

１,０００万円で買われて５００万円以下で解体したら、その部分は競売で取得された方がプラ

スになっておるということもあると思います。 

 しかしながら、私たちはその土地の取得の経緯によって単価を変えるということはいたしてお

りませんし、そういうふうになりますと、これから先、公共用地の買収というのはできなくなり

ますので、できなくなるちゅうか、価格は全部変動しますので、それはできないということでご

ざいますので、県の公示価格に基づいた、また、過去に町が取得した評価額から年数がたちます

と、それによってから変わりますので、それらを勘案して標準的な価格で取得したというふうに

思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 次に、歳出について質疑はありませんか。広田議員。 
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○議員（４番 広田 清晴君）  １つは、実際的に、事業実施の状況について、影響について、ま

ず第１点が、いわゆる住宅リフォーム助成事業であります。金額的には載っております。それで、

実際的に件数や影響額をどのように捉えているのかというのが１点です。その点で答弁を求めて

おきたいと。これは、２４年度は２年目です。２５年度が最終年度ということになっております

ので、２４年度の状況を聞いておきたいというふうに思います。 

 それと、２点目として、町の外郭団体で、実際的にいろんな団体、各種団体があります。それ

で、今、御承知のように、いわゆる収益的事業をするものについては、これは税務署で調べてほ

しいんですが、収益的事業をする場合については、利益のあるなしにかかわらず赤字であろうと、

いわゆる、税を納めにゃいけん、いうのが実際的な基準になっちょるんじゃないかというふうに

思います。それで、町の外郭団体でも、収益事業と、これ各課にまたがりますからそれぞれ答弁

してほしいんですが、収益事業をする団体と、いわゆる収益事業をしませんよと、ほとんど人件

費ですよという、いろんな団体があるんじゃないかというふうに思われます。そういう中で、各

所管課にまたがると思いますが、一体どういう状況なのかということを、これはすぐ答弁せって

言ったら無理かもわかりませんが、議長において、どういう状況、取りまとめしてからですね、

ぜひ、報告をお願いしたいというふうに思うんです。その取り扱いは議長に任してよろしいでし

ょうか。（「もうちょっと具体的に」と呼ぶ者あり） 

 いや、いわゆる補助団体がありますよね、補助団体が。町から補助金を支出する団体がありま

す。（発言する者あり）いろんな団体があると思うんですよ。（「リフォームの話じゃないんで

すか」と呼ぶ者あり）それで、うん、（「リフォームの話じゃないんですか」と呼ぶ者あり）い

や、それ、１件目で言うたろ。住宅リフォーム、１件目で言うたろ。（発言する者あり）２項目

目。ごめん。（発言する者あり）じゃけえ、それと、答弁、先する。じゃあ、なしに。（発言す

る者あり） 

○議長（新山 玄雄君）  じゃあ、休憩します。 

午前11時40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時40分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開します。 

○議員（４番 広田 清晴君）  いろんな団体に対して町補助が出ております。それで、町補助が

出た団体が全ていわゆる収益団体とは思いません。補助金を支出した中で、これは調べてみてほ

しいんですが、収益を行った場合、これは早くいえば、税務署に届け出をして、そしていわゆる

赤字であろうと何であろうと、町に対してだったら均等割等が支払われるということが必要にな

ってくるんじゃないかと。これも税務課自身が実際的に判断しちょるんかどこかあるんかわかり
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ませんが、実際的に各課にまたがって、いわゆる補助団体があると思います。そういう補助団体

の中で収益事業を行った場合は、当然、届け出義務が発生するんじゃないか。そうすると赤字で

も均等割は払わにゃいけんようになるんじゃないかという危惧はしております。 

 それが、大体どのぐらい収益事業があるのか。また、どういう状況なのかということで答弁が

できれば、それは答弁を求めたいと、これが２点目です。 

 そして、こまい話ですが、農家にとっては大変なのが３件目、イノシシ対策です。 

 御承知のように、途中、補正等で議論してきましたが、実際的には対前年度より大体３００頭

もつれ、多分ふえちょるんじゃないか、捕獲の頭数はふえちょるんじゃないかというふうに、私

の記憶違いじゃなかったら、そういうふうに認識しております。 

 しかし途中、一般質問でやったように、例えば捕獲頭数が多くても、ふえたとしても、それ以

上繁殖していったらどうにもならないというのが、あのときの議論じゃったと思うんですよ。そ

れで実際的に当初予算で予算をつけて、補正で予算つけるという流れの中ですが、実態として農

家が困っとる、いわゆるイノシシ対策について、どういうふうに、どういう状況と、いわゆると

ります繁殖というのをどういう状況というふうに捉えておられるのか。 

 その３点について聞きたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  佐川産業建設部長。 

○産業建設部長（佐川 浩二君）  住宅リフォームの関係でございますけども、住宅リフォームの

関係で町から補助しておりますのが、１,７２３万３,０００円補助しております。これは件数に

しますと２８７件、対象工事で申しますと２億５,６３５万円。これが経済効果として上がって

きてると思います。 

 それと、イノシシのほうですけども、イノシシにつきましては、今年度９９８頭、タヌキが

１９０匹、カラス１６０羽ほど捕獲しておりますけども、昨年との、２５年の４月から７月まで

の、対前年で言いますと、今年度が７月末現在同時期でございますけども、２４年度が１７０頭

とっておりました。それに比べまして、今年度同時期でございますけども、３３６頭、約倍近く

捕獲している状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  木村税務課長。 

○税務課長（木村 秀俊君）  先ほどの広田議員さんの、いわゆる任意団体に係る法人町民税等の

申告に関しまして、御説明ちょっとさせていただければと思います。 

 今現在、平成２４年度の決算状況で、法人納税義務者数２７８社ございます。これはあくまで

も法人格を持っている法人でございまして、いわゆる登記をしている法人。で、今議員さんのお

話のありました団体といいますのは、いわゆる任意団体──人格を持たない団体ということにな
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ります。 

 それで、そういうふうな任意団体につきまして、税はどうなっているのかという今現状ですけ

れども、平成２０年度の税制改正によりまして、いわゆる人格を持たない団体、いわゆる任意団

体につきましては、その団体が収益事業を行う場合はみなし規定で法人格を持つ団体──法人と

同じように国税、県税、町税が全て課税されるということになります。 

 ただし、収益事業を行わない法人、これにつきましては、まさにその名のとおり、町県民税に

おきましても均等割もかからないというふうな状況になっております。これは平成２０年の４月

１日から施行ということになっております。 

 今現在、議員さん言われますように、町内におきましてはいろいろな、さまざまな任意団体が

ございます。その件につきましては、今後、いろいろと税務課のほうでも鋭意調査をしていきた

いというふうに考えております。 

 実際に収益事業に該当するのか該当しないのか、この判断につきましては、国税がベースにな

っております。全て国税をもとに、国税の判断によりまして、それから県税、町税というふうに

従うといいますか、規定がどんどん、その今の実態の法人につきまして流れていきますので、ま

ずは国税が規定しております収益事業に当たるか当たらないか、そのガイドラインがございます。

それをある一定のガイドラインをもとに、全町域で、全町内レベルで税務課としまして聞き取り

といいますか、ヒアリングをしまして、該当とおぼしき任意団体が判明した場合には、できるだ

け速やかに国税のほうに相談をしていただければというふうに、いろいろと促していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  今この農業関係、農業だけじゃもうないような状況でございますが、そ

のイノシシの被害対策のことについては、非常に大きな問題となっております。中には人口より

多い頭数が既におるんじゃないかというふうなお話もございます。一つ一つプレートつけちょら

んので何匹おるかわかりませんが、しょっちゅう、もうその道路でも出くわすというような状況

でございます。先ほど産業建設部長が報告しましたように、昨年の今現在での捕獲数だけ見まし

ても３倍近いような捕獲数になっておるにもかかわらず、そういう状況でございます。 

 そして、町からの柵の助成も行っておりまして、相当な篤農家におかれましては柵を設置をし

ておりますが、柵を設置しておっても、なおかつ破られて入ってくるというふうな状況もたくさ

ん起こっております。もう大島郡の中ではサツマイモはつくれんのじゃないかというふうな状況

も起こっているようでございます。 

 そしてこれは、ぜひとも議会の中でも産業建設常任委員会とか、または地域活性化の常任委員
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会でも、ぜひとも今までのような取り組みではもう多分対応できないんじゃないかというふうに

思っております。私たちも山口県町村会を通じて県にも、または今の政権与党であります自民党

にも、いろいろな対策についての年間の新年度に対する要望も出させていただいております。 

 しかしながら、捕獲に対する捕獲者、言うなればうちだったら猟友会なんですが、猟友会を通

じて１頭につき幾ら幾らの助成をするというやり方もしております。新年度に向けて、国の捕獲

に対する助成事業も取り入れて、１頭当たりの助成単価をもっと上げていこうじゃないかという

こともやっておりますが、しかしながら、それをやったからといってからどんどんどんどん捕獲

をする人がたくさんふえてきておるちゅうわけでもございません。前にも御説明したと思います

が、免許を持っちょる方がたくさんおられても、実際にその活動をしてどんどんとってるってい

う方は、その免許所有者とは全然違う数字になっておるということもあるわけでございます。 

 それで、わなとか──箱わなとか、くくりわなとかいうことではございますが、実はもうそれ

では本当に対応できんのじゃないかというふうに思っております。そうだからといって、それじ

ゃ何かいい策があるのかと言われますと、非常にないんですが、これからの要望に対しては、私

たちはもう少し実際の本格的なそういう研究機関に対して、もっと効果のある捕獲方法はないの

かということをさらにもっと、こう、動物関係の研究をしておるような大学等でもっと研究して

ほしいということも陳情の中に入れております。 

 例えばの話、例えばゴキブリはにおいでちゃんと呼び寄せてから捕獲するちゅう箱があります

が、あのようにイノシシが本当にわっとにおいで寄ってきてから、それを一網打尽にするという

ようなことがなければ、山の中に入っていって、そのイノシシの通る道にわなを仕掛けて、それ

もその捕獲者も物すごく大変だと思うんですよね、夏の、真夏の暑いときに、その近くでならい

いんですが、山の中にずっと入っていって実際にかかっているかどうかを全部確認して歩く。一

人が３０カ所までわながかけられるそうですが、実はその道路端で、車で行ったりバイクで行っ

たり、ぱっと見れるとこじゃったらいいんですが、ずっと山の中まで入っていってからやるとい

うことになりますと、相当猟友会のほうも高齢化しておりますし、なかなか有効な手だてが打て

ない。 

 しかしながら、物すごい頑張っていただいておりますから、それだけ捕獲数は伸びとるという

ことについては、十分にわかってるんですが、やっぱりこれは議会のほうでもぜひともそういう

ことも御研究をいただきたいと思います。私たちも自分たちだけではなくて、そういう動物を研

究しているような研究機関にももっと有効な捕獲方法を研究していただきたいということも新年

度の要望にも出しておるところでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第２号平成２４年度周防大島町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第３号平成２４年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第４号平成２４年度周防大島町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第５号平成２４年度周防大島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第６号平成２４年度周防大島町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑は

ありませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  この後、下水事業、農村集落排水含めて、所管が一つですから聞

いておきたいと思うんですが、きのう、おとついでしたか、調べたら、町内のいわゆる下水事業

を行う場合、言ったら水洗化のための利子補給制度があるということで出ております。これ事業

課全部一緒ですから、まとめて答弁をいただいたらというふうに思います。それのほうが整理が

しやすいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元環境生活部長。 

○環境生活部長（奈良元正昭君）  水洗化に伴います利子補給制度がございます。これあの平成

２４年度、まず公共下水事業特別会計のほうですけども、平成２４年度で２件、２名ですね、継

続して２件でございます。農業集落排水のほうで、２４年度でこれも同じく継続で２件という実

績でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに。吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  分担金の不納欠損額２６万５,２００円計上されておりますが、

さきの久賀大島地区の下水道整備計画の準備説明会において、分担金は５年、あるいは一括、分
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割で徴収されるというような説明であったと思いますけども、この不納欠損、５年経過というこ

とで、どの時点からの５年経過というふうに考えたらいいのかどうなのか。 

 それとこの件数と、さらに分担金も未払いであると。あるいは、使用料も未払いというような

方が多いのかどうなのかはちょっと確認しておきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元環境生活部長。 

○環境生活部長（奈良元正昭君）  下水道関係の不納欠損の御質問でございますけども、これ、法

定の時効５年経過したものでございます。それがどの時点から５年かということでございますけ

ど、当然この納期が到来してから、ですから分担金というのはその５年間で分担金を払っていた

だきますけども、それを年４回、１年が４回です。合計２０回で分割して納めていただくわけな

んですが、それぞれ納期が到来してから５年が経過したものが不納欠損として、時効５年の不納

欠損として上がっておるということでございます。 

 不納欠損の件数ですけれども、対象人数としては３８名、期数としては１２３期分ということ

でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  吉田議員。 

○議員（１１番 吉田 芳春君）  分担金も支払ってないということで、使用料の件はどうでしょ

うか。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元環境生活部長。 

○環境生活部長（奈良元正昭君）  失礼いたしました。使用料も全く同じ考え方でございます。納

期が到来した時点から５年経過で不納欠損でありますし、これの人数ですけども１４名で、期数

としたら５３期分ということでございます。（発言する者あり） 

 済みません、補足して御説明いたしますけど、例えばですけども、分担金を不納欠損で──納

入がなかったということで不納欠損で落としておって、その後、例えば下水にまた接続したいと

いうようなことがありますと、当然、それから分担金をまず納めていただかないと、下水への接

続はできないということになります。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 暫時休憩をいたします。 

午前11時58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、再開をいたします。 
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 まず最初に、先ほど吉田議員の質疑に対して、答弁の補足というか確認がございますので、奈

良元環境生活部長よりお願いします。 

○環境生活部長（奈良元正昭君）  先ほどの下水の分担金の使用料等の関係での御答弁をさせてい

ただいたんですけれども、先ほどの答弁の中で、既に分担金に未納があったら、下水、それを納

めなきゃ接続しないというふうに、ような理解をされるとちょっと困りますので、分担金が未納

だったら、要するに下水接続しないよというようなことではございませんので、そこは御理解い

ただきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、議事進行いたします。 

 認定第７号平成２４年度周防大島町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第８号平成２４年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第９号平成２４年度周防大島町渡船事業特別会計歳入歳出決算の認定について、質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 認定第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会計事業決算の認定について、質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 お諮りします。決算認定の質疑が終結しましたので、認定第１号平成２４年度周防大島町一般

会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業会

計事業決算の認定についてまでの１０議案を、本日配布しております議案付託表により、所管の

常任委員会に付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  御異議なしと認めます。よって、認定第１号平成２４年度周防大島町一

般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１０号平成２４年度周防大島町公営企業局企業

会計事業決算の認定についてまでの１０議案を、本日配布しております議案付託表のとおり、所
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管の常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第２号 

日程第１８．議案第３号 

日程第１９．議案第４号 

日程第２０．議案第５号 

日程第２１．議案第６号 

日程第２２．議案第７号 

日程第２３．議案第８号 

日程第２４．議案第９号 

日程第２５．議案第１０号 

日程第２６．議案第１１号 

○議長（新山 玄雄君）  日程１７、議案第２号平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第

４号）から、日程第２６、議案第１１号平成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算

（第１号）までの１０議案を一括上程し、これを議題とします。 

 補足説明を求めます。星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  議案第２号平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第４号）に

ついて、補足説明をいたします。 

 別冊の補正予算つづりの１ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、第１条に定めますとおり、既定の歳入歳出予算の総額に７億２,４７０万

３,０００円を追加し、予算の総額を１４９億６,４８２万４,０００円とするとともに、第２条

により債務負担行為の設定を、第３条により地方債の補正を行うものであります。 

 まず、歳入歳出予算補正の概要につきまして、事項別明細書により御説明をいたします。 

 １３ページをお開き願います。 

 歳入につきまして、８款地方特例交付金は、交付額の決定により、減収補填特例交付金を

２０４万５,０００円増額するものであります。 

 ９款地方交付税は、普通交付税の交付額が７５億５,４５９万６,０００円と決定されましたの

で、２億５,４５９万６,０００円を追加計上するものであります。 

 １２款使用料及び手数料は、橘斎場利用者の状況から使用料を増額補正するものであります。 

 １３款国庫支出金１項国庫負担金３目災害復旧費国庫負担金は、和田地区の町道油宇和田線の

災害復旧事業に係る災害査定が終わりましたので、これに伴う国庫負担金を新規に計上するもの

であります。 
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 １４ページ、２項国庫補助金１目総務費国庫補助金は、再編交付金及び地域の元気臨時交付金

において、交付限度額が内定されたことによる増額の補正を行うものであります。 

 １４款県支出金２項県補助金３目衛生費県補助金は、水価安定補助金の額が確定したことに伴

い減額の補正を行うものであります。 

 ４目農林水産業費県補助金は、国の事業再編に伴う予算の組み替えであります。 

 ５目商工費県補助金は、地方消費者行政活性化事業の要望が採択されましたので、新規に計上

するものであります。 

 ３項県委託金は、瀬戸内海海区漁業調整委員選挙が執行されなかったため、委託金を減額する

ものであります。 

 １５ページ、１７款繰入金は、財政調整基金の取り崩しを３億１,５８７万円減額し、財源調

整を行っております。 

 １８款繰越金は、平成２４年度からの繰越金を７億１,３６５万３,０００円追加するものであ

ります。 

 １９款諸収入３項貸付金元利収入５目地域総合整備資金貸付金元金収入は、前年度において貸

付金の変更が生じたため、償還される元金収入の減額を行うものであります。 

 ４項雑入２目雑入につきましては、消防団員安全装備品整備等助成金では、事業採択による新

規計上を、スポーツ振興くじ助成金は、事業内示に伴う減額を、後期高齢者医療療養給付費負担

金過年度精算分は、確定に伴う精算額をそれぞれ補正計上するものであります。 

 １６ページ、２０款町債１項町債４目臨時財政対策債は、限度額の確定に伴う減額計上を、

５目合併事業債は、地域の元気臨時交付金の財源充当に伴う合併特例事業債の充当額調整を、

６目災害復旧事業債は、現年度道路橋梁補助災害復旧事業の財源として新規計上であります。 

 １７ページからは、歳出であります。 

 その主なものを御説明いたします。 

 １款議会費は、議会運営経費において、事務量の増加に対応するための臨時職員賃金５８万

８,０００円を新規に計上するものであります。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、一昨年、昨年に引き続き、東日本大震災を被災

し、福島県いわき市の仮設住宅での生活を余儀なくされている方々へ、本町の特産品であるみか

んをお届けする経費の新規計上であります。 

 また、手数料５２万５,０００円は、顧問弁護士への手数料の追加計上であります。このとこ

ろ法律的な相談にとどまらず、専門的な知識や対応をしようとする文書作成の事例も多く、これ

に対応するものであります。 

 ２目文書広報費は、防災行政無線の定期検査について、中国通信局からの指示に基づく検査を
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受けるため、検査業務委託料を新規に計上するものであります。 

 ５目財産管理費は、基金管理経費において、地方財政法第７条第１項に基づき、財政調整基金

へ４億１,０５９万９,０００円、また、減債基金へ１億円を積み立てようとするものであります。 

 ６目企画費は、周防大島高校を支援する会補助金を７３万６,０００円追加計上するものであ

ります。これは、周防大島高校の学習環境の向上への取り組みとして、新たにサテライト授業の

導入を支援したい旨の要望があり、これに対応するためのものであります。 

 １８ページ、７目支所及び出張所費は、主に地域の要望に対応するため、久賀、大島、東和、

橘の各支所経費の工事請負費、原材料費、小規模施設整備事業補助金を追加計上しております。 

 また、久賀支所経費の工事請負費では、前島公民館の空調設備が不良な状況にあり、改修工事

費３０万２,０００円を追加計上しております。日良居出張所経費は、玄関部分の雨漏り対応の

修繕費を計上しております。 

 １９ページ、２項徴税費２目賦課徴収費は、延滞金制度改正に伴う滞納整理システムの改修費

１５７万５,０００円の新規計上であります。 

 ４項選挙費４目瀬戸内海海区漁業調整委員選挙費は、当該選挙が無投票となったため、歳入予

算とともに減額を行うものであります。 

 ２０ページ、３款民生費１項社会福祉費５目介護保険対策費は、介護保険利用者負担軽減事業

の過年度精算による償還金の計上であります。 

 ２１ページ、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費は、人事異動による職員配置に伴

い、不要となった賃金の減額を行うとともに、健康福祉大会参加者に配布するシンボルマーク入

りのエコバックの購入経費と、これまでの実績を考慮し、離島の救急患者輸送委託料を、それぞ

れ追加計上するものであります。 

 ３目環境衛生総務費では、環境衛生総務一般経費において、これまでの申請状況から、住宅用

太陽光発電システム設置費補助金を５０万円増額計上するとともに、簡易水道対策事業において、

柳井地域広域水道企業団が新たに広域企業会計システムを構築するに当たり、繰り出し基準に基

づく補助金５９万円を追加計上するものであります。 

 ４目火葬場費は、大島斎場の全熱交換器の修繕費及び、橘斎場利用者の増加に伴い、不足が見

込まれる委託料等を追加計上するものであります。 

 ２２ページ、５款農林水産業費１項農業費５目農地費では、県営農業基盤整備事業において、

戸田地区が、新たに耕作放棄地解消発生防止基盤整備事業に取り組むための調査事業負担金

５０万円を新規に計上するとともに、広域農道管理事業において、京ヶ迫トンネル非常通報装置

の電光掲示板が、鳥獣被害により最下段部の表示が不能となっており、これを修繕し、防鳥資材

を敷設する経費８８万２,０００円を計上しております。 
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 ７目農村環境改善センター費は、油田センターの合併浄化槽及び白木センター事務室の空調設

備改修経費をそれぞれ計上するものであります。 

 ３項水産業費２目水産業振興費は、水産振興対策事業において、国の事業再編に伴う新たな事

業、水産多面的機能発揮事業の事務費２０万２,０００円を新規計上し、また、油宇地区の燃油

タンク補修改修工事及び、浮島、樽見地区漁船巻き上げ施設の改修工事にかかる漁業経営構造改

善事業補助金８０万円を追加計上するとともに、事業再編により実施しないこととなりました、

環境生態系保全活動支援事業を減額補正するものであります。 

 ２３ページ、３目漁港管理費は、油田漁港油宇地区の防風林の剪定及び前島漁港用地の環境整

備のための委託料７５万円、また、漁港施設の改修費として、逗子物揚げ場の修復工事、三蒲漁

港海岸杉本護岸改修工事及び油田漁港油宇地区漁港用地舗装工事の工事請負費３,７００万円の

追加計上であります。なお、油宇地区漁港用地舗装工事の財源として、地域の元気臨時交付金の

充当を予定しております。 

 ４目海岸保全事業費は、森野漁港和佐地区の海岸保全整備工事の附帯工事として、工事費

２００万円の追加計上であります。 

 ２４ページ、６款商工費１項商工費１目商工総務費は、地方消費者行政活性化事業の採択を受

けて、悪質訪問販売お断りのステッカーを全戸に配布するための作成経費２７万８,０００円及

び、町有地または町有施設の有効活用として、太陽光発電設備の設置による、電気事業化に取り

組むことの調査検討委託料５０万円を新規に計上するものであります。 

 ２目商工業振興費については、ウィンドパーク管理運営経費において、空調設備及びコインシ

ャワーの改修費２６８万円を、竜崎温泉管理運営経費において、温泉設備の補修及び浴室・洗い

場付近漏水工事のための工事請負費３１９万３,０００円の計上であります。 

 ３目観光費は、観光一般経費において、道の駅サザンセトとうわ駐車場舗装工事のための委託

料９４万９,０００円及び工事請負費２,９００万円を、公園管理経費では、飯の山展望台の給水

設備及び展望台の補修費６０万円をそれぞれ計上しております。なお、サザンセトとうわ駐車場

舗装工事につきましても、地域の元気臨時交付金の充当を予定しております。 

 ２５ページ、７款土木費１項土木管理費１目土木総務費は、住宅リフォーム資金助成事業につ

きまして、申請状況を考慮し、４００万円を追加計上するものであります。 

 ２項道路橋梁費２目道路新設改良費は、事業実施に当たり、測量設計委託料、登記業務委託料

及び工事請負費について、それぞれ所要の額を追加計上するものであります。なお、工事請負費

は、三蒲地区の永代橋の改良工事にかかるものであります。 

 ８款消防費１項消防費２目非常備消防費には、本年度、消防庁より小型ポンプ積載車、軽自動

車車両が無償貸与されることとなり、これにかかる自動車保険保険料及び重量税を新規に計上し
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ております。なお、本積載車両は、久賀第７分団、役場分団でございますが、第７分団に配備を

予定しております。また、備品購入費として、地域から要望のありました、消火栓ホース格納箱

等の購入経費２５０万円を追加計上しております。 

 ２６ページ、４目災害対策費は、当初予算において、再編交付金を財源とし、有人離島４島へ

の防災備蓄倉庫整備を、備品購入費により整備することとしておりましたが、離島のため事業実

施が困難であり、中四国防衛局と協議の上、工事請負費に予算を組み替えるとともに、事業費の

調整を行うものであります。 

 ９款教育費１項教育総務費２目事務局費は、教育総務経費において、旧屋代小学校に進入部の

補修経費及び、旧沖浦中学校解体後の借地返還に向けた用地測量経費を、また、教職員住宅管理

経費では、平野教職員住宅のカーペット改修等修繕経費を、また、学校教育経費では、浮島小学

校への特別支援教育支援員派遣のための渡船料をそれぞれ計上するものであります。 

 ２７ページ、２項小学校費１目学校管理費小学校管理事務局経費は、三蒲小学校体育館の給水

施設の漏水に対応する給水管布設替及び、明新小学校内放送設備改修の経費を、また、沖浦小学

校経費では、学校プールの漏水に伴い、水道料の不足が見込まれるため、光熱水費をそれぞれ計

上するものであります。 

 ３項中学校費１目学校管理費は、情島中学校耐震工事及び久賀中学校改築工事の財源の調整で

あります。 

 ２目教育振興費は、情島中学校の理科室及び家庭科室の冷凍冷蔵庫が古く不良のため、更新す

る経費の新規計上であります。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費は、教育支援活動促進事業の予算の組み替えが主なもので

あります。 

 ２８ページ、２目公民館費は、消防点検による誘導灯の改修費を、４目文化財保護費では、室

温度記録計の購入費を、５目社会教育施設費は、大島文化センターの照明器具の修繕及び東和総

合センターの誘導灯等の修繕経費を、それぞれ計上しております。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費は、体育施設等の環境整備の賃金及び全国スポーツ推進委

員研究協議会への委員派遣経費の計上であります。 

 ２９ページ、２目体育施設管理費は、健康管理センター管理運営経費において、誘導灯の改修

経費を、海洋センター管理運営経費では、Ｐ＆Ｇ財団より救助艇の配備を受けるための負担金

１３万円を、総合体育館陸上競技場管理運営経費では、消火器の更新や故障により使用できない

状況にあるエアロバイク等の体育館備品の購入費７０万６,０００円を追加計上するものであり

ます。 

 ３目学校給食費は、大島地区学校給食センターの厨房床下ピットの清掃等の手数料２１万円の
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追加計上であります。 

 ３０ページ、１０款災害復旧費１項公共土木施設災害復旧費１目道路橋梁災害復旧費は、去る

６月２５日から２６日にかけての集中豪雨によりのり面が崩落した、町道油宇和田線、和田地区

の災害復旧事業について、災害査定も終わりましたので、復旧工事に向けての工事請負費及び事

務費の２,２９５万７,０００円を、新規に計上するものであります。 

 １１款公債費１項公債費１目元金は、平成１４年度に１０年見直し方式により、借り入れを行

った臨時財政対策債及び減税補填債が１０年を経過し、償還表が改められたことにより、今年度

において元金の償還額が増額となったため、その差額２３万３,０００円を追加計上するもので

あります。 

 ３１ページ、１２款諸支出金１項繰出金１目繰出金は、それぞれ特別会計の補正予算に伴う繰

出金の調整であります。 

 以上が、歳入歳出予算補正の概要であります。 

 続いて、７ページをお願いいたします。 

 債務負担行為の設定についてでありますが、まず、造林事業（森林環境保全直接支援事業）は、

町有林の除間伐等の施業を、東部森林組合との５年間の経営委託契約に基づき行おうとするため、

平成２６年度から４年間について債務負担行為の設定を行うものであります。法改正がなされた

もとで、引き続き町有林の施業を国の補助を受けながら実施するためのものであります。 

 次に、久賀学校給食センター調理業務等委託料から橘学校給食センター調理業務等委託料であ

りますが、いずれも調理業務につきまして、平成２５年度までの契約により外部委託を行ってい

るところであり、改めて平成２６年度から平成２８年度までの３年間の外部委託を行うため、債

務負担行為を設定するものであります。 

 ９ページ、地方債の補正につきましては、公共土木施設災害復旧事業債を追加し、限度額等を

定めるとともに、臨時財政対策債及び合併特例事業債の補正に伴う限度額の変更を行うものであ

ります。 

 以上が、平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第４号）についての概要であります。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますようお願いいたしまして、補足説明を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  川口健康福祉部長。 

○健康福祉部長（川口 満彦君）  続きまして、議案第３号平成２５年度周防大島町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第１号）について、補足説明を行います。 

 今回の補正は、平成２４年度決算に伴う精算及び今年度分の決定通知のあった歳入及び歳出の

補正が主なものであります。 

 予算書３３ページをお願いします。 
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 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,７６４万３,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ３６億５,６２１万５,０００円とするものです。 

 詳細につきましては、事項別明細書で説明いたします。 

 ３９ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費負担金は、歳入の今年度退職被保険者にかかる

療養給付費等交付金及び歳出の後期高齢者支援金等の決定により、２６６万２,０００円を減額

し、３目特定健康診査等負担金を昨年度追加交付分として３３万６,０００円増額いたします。 

 ４款療養給付費等交付金は、支払基金の決定通知に基づき、１節現年度分を８２６万

４,０００円追加し、２節過年度分２５２万９,０００円を前年度追加交付分として増額します。 

 ５款前期高齢者交付金は、今年度の交付決定通知により８８万７,０００円を減額します。 

 次に、４０ページをお願いいたします。 

 ６款県支出金１項県負担金２目特定健康診査等負担金は、国庫負担金と同様の理由により

３３万６,０００円を追加するものです。 

 ９款繰入金は、１項他会計繰入金１目一般会計繰入金を３,９７２万８,０００円追加し、主と

して前年度負担金等の返還金の支出に充当します。 

 １０款繰越金は、前年度決算が収支ゼロ決算となったため、当初計上額の１,０００円を減額

するものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ４１ページをお願いいたします。 

 ２款の保険給付費の補正は、歳入の補正に伴う財源調整であります。 

 ３款後期高齢者支援金等の１３６万円の減額。 

 ４款前期高齢者納付金の１４万円の増額。 

 ４２ページの５款老人保健拠出金の４,０００円の減額及び６款介護納付金の６７万

５,０００円の減額は、いずれも支払基金からの決定通知に基づく補正であります。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金へ、前年度療養給付費等国庫負担金の実

績に伴う返還金等を４,９５４万２,０００円を追加計上しております。 

 以上で、平成２５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の補足説明を

終わります。 

 続きまして、議案第４号平成２５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）につきまして、補足説明を行います。 

 今回の補正は、平成２４年度決算に伴う精算が主なものであります。 
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 予算書の４５ページをお願いいたします。 

 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６２万１,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ４億２,５６１万２,０００円とするものであります。 

 詳細につきましては、事項別明細書で説明いたします。 

 ５１ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ４款繰越金は、前年度繰越金を４２万１,０００円追加計上しております。 

 ５款諸収入２款償還金及び還付加算金１目保険料還付金は、保険料の翌年度歳出還付を行うた

めの山口県後期高齢者広域連合からの歳入項目ですが、昨年度決算の実績及び今年度支出見込み

に基づき、２０万円を増額するものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ５２ページをお願いいたします。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金を４２万１,０００円追加しております。平成２４年度保

険料のうち、平成２４年度歳出予算により広域連合納付金として支出できなかった保険料を、平

成２５年度歳入予算に前年度繰越金として今回補正計上し、歳出予算により広域連合へ納付する

ものです。 

 ３款諸支出金は、歳入の５款諸収入の増額と同様の理由により２０万円を増額補正するもので

す。 

 以上で、平成２５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）の補足説明

を終わります。 

 続きまして、議案第５号平成２５年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）に

つきまして、補足説明を行います。 

 予算書５３ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、平成２４年度決算に伴う精算と臨時職員賃金の補正を行うものでございます。 

 第１条で、既定の歳入歳出予算の総額に７,８１５万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を３３億７,３３９万円とするものであります。 

 事項別明細書の５９ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。 

 ３款国庫支出金２項国庫補助金２目地域支援事業交付金の３９万８,０００円の増額。 

 ４款支払基金交付金１項支払基金交付金２目地域支援事業交付金の８万８,０００円の増額。 

 ５款県支出金２項県補助金１目地域支援事業交付金の１９万９,０００円の増額。 

 ６０ページの６款繰入金１項他会計繰入金２目地域支援事業繰入金の１９万９,０００円の増
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額につきましては、いずれも管理栄養士職員の産休等の代替による臨時職員賃金に対して、それ

ぞれの法定割合による追加計上でございます。 

 ３目その他一般会計繰入金の２３万５,０００円の増額につきましては、財源調整でございま

す。 

 ７款の繰越金は、前年度の繰越金として７,７０３万２,０００円を追加計上いたします。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 １款総務費２項徴収費１目賦課徴収費では、過年度分の保険料還付金を７万２,０００円減額

いたします。 

 ３款の基金積立金では、前年度決算に伴う介護給付費準備基金への積み立てとして

２,６３６万９,０００円を増額いたします。 

 ４款地域支援事業１項介護予防事業１目２次予防事業の３０万３,０００円の増額及び、

６２ページの２項包括支援事業任意事業２目任意事業の８１万６,０００円の増額につきまして

は、さきに歳入で御説明申し上げました、管理栄養士職員の産休等の代替による臨時職員賃金で

ございます。 

 ７款の諸支出金につきましては、前年度実績に伴う国等への返還金として、５,０７３万

５,０００円を新たに追加計上いたします。 

 以上が、平成２５年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についての概要で

ございます。 

 以上で、議案第３号から第５号までの補足説明を終わります。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元環境生活部長。 

○環境生活部長（奈良元正昭君）  それでは、議案第６号平成２５年度周防大島町簡易水道事業特

別会計補正予算（第１号）から、議案第９号平成２５年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計

補正予算（第１号）までの、環境生活部所管の４議案につきましてを補足説明を行います。 

 まず、議案第６号平成２５年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、

御説明をいたします。 

 補正予算書の６３ページをお願いいたします。 

 第１条のとおり、既定の歳入歳出予算に８２万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

８億３,７４９万９,０００円とするものであります。 

 その概要につきまして、事項別明細書に説明させていただきます。 

 ６９ページをお願いいたします。 
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 まず、歳入につきましては、３款繰入金において、一般会計からの繰入金を８２万

３,０００円追加し、財源を調整しております。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。１款簡易水道費１項事務費１目総務費におきまして、私有地に仕切り弁及

び配水管が埋設されていることが判明をいたしましたので、この土地を購入することとし、測量

登記委託料及び公有財産購入費を計上するとともに、消費税の確定に伴い、消費税３４万

４,０００円を追加計上いたしました。 

 以上が、議案第６号平成２５年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

ての概要でございます。 

 次に、議案第７号平成２５年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について補

足説明をいたします。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 第１条により、既定の歳入歳出予算に８３０万８,０００円を追加し、予算の総額を３億

８,３５７万３,０００円とするとともに、平準化債の確定に伴い、第２条により地方債の補正を

行うものであります。 

 それでは、事項別明細書の主なものについて、御説明をさせていただきます。 

 ７９ページをお願いいたします。 

 歳入の３款繰入金では、一般会計からの繰入金を７４０万８,０００円追加し、財源調整をし

ております。 

 ５款町債１項町債１目下水道事業債は、平準化債の確定による９０万円の追加計上であります。 

 ８０ページの歳出をお願いいたします。 

 １款公共下水費１項事務費１目総務管理費の総務一般経費において、電算業務委託料８４万円

を計上いたしました。６月定例会で、条例改正の御議決を賜りました、受益者分担金等のシステ

ム改修に要する経費の計上であります。 

 ２項事業費１目維持管理費では、安下庄浄化センターの放流流量計及び活性汚泥濃度検出器の

修繕費３７４万３,０００円を追加するとともに、消費税の確定に伴い、消費税３７２万

５,０００円を追加計上いたしました。 

 以上が、議案第７号平成２５年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の概要で

あります。 

 次に、議案第８号平成２５年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて、説明をいたします。 

 ８１ページをお願いいたします。 
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 第１条のとおり、既定の歳入歳出予算から１６７万７,０００円を減額し、予算の総額を３億

３,０３４万８,０００円とするものであります。 

 それでは、８７ページをお願いいたします。 

 歳入では、一般会計からの繰入金を１６７万７,０００円減額しております。 

 ８８ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、１款農業集落排水費１項事業費１目維持管理費において、消費税の確定

により１６７万７,０００円を減額するものであります。 

 以上が、議案第８号平成２５年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の

概要でございます。 

 次に、議案第９号平成２５年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて補足説明をいたします。 

 ８９ページをお願いいたします。 

 第１条により、既定の歳入歳出予算に３７９万９,０００円を追加し、予算の総額を

３,６０５万円とするものであります。 

 ９５ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、一般会計からの繰入金を３７９万９,０００円追加いたしております。 

 ９６ページの歳出では、１款漁業集落排水費２項事業費１目維持管理費の維持管理経費におい

て、修繕費３７９万９,０００円を追加いたしました。４号マンホールポンプの通報装置及び、

浄化センターの流入流量計の修繕を行うものでございます。 

 以上が、議案第９号平成２５年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）の

概要でございます。 

 何とぞ慎重御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わらせていただ

きます。 

○議長（新山 玄雄君）  星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  議案第１０号平成２５年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして、補足説明をいたします。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、第１条により既定の歳入歳出予算の総額に８万９,０００円を追加し、予算の

総額を８,４０５万１,０００円とするものであります。 

 １０３ページをお願いいたします。 

 歳入につきまして、３款県支出金１項県補助金１目航路補助金は、額の確定に伴い、各航路の

補助金について補正計上を行っております。 
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 ４款繰入金は、一般会計からの繰入金３７万２,０００円の減額計上であります。 

 １０４ページからは、歳出であります。 

 １款事業費２項事業費は、人事異動により浮島航路の正規職員を情島航路に配置したため、こ

れに伴う臨時職員の賃金の組み替えを行っております。また、情島航路運航経費において、船舶

のエンジン部分の修繕により修繕費の不足が見込まれるため、４９万円を追加計上しております。 

 以上が、議案第１０号平成２５年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）について

の概要でございます。 

 何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終わらせてい

ただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  石原公営企業管理者。 

○公営企業管理者（石原 得博君）  議案第１１号平成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補

正予算（第１号）の補足説明を申し上げます。 

 お手元の平成２５年度周防大島町公営企業局補正予算書の１ページをごらんいただきたいと思

います。 

 今回の補正は、東和病院東棟改築（耐震）工事費に擁壁補強工事を追加するものであります。

改築工事の第一期工事が終了し、旧東棟の解体工事開始前に敷地周囲を確認したところ、北側の

既存擁壁に多数のクラックがあることがわかりました。現状すぐに問題がある状況ではありませ

んが、将来的に危険な状態になる可能性があり、また改築工事の第二期工事終了後では、補強工

事を行うことが難しいために行うものです。 

 第１条は、総則です。 

 第２条の業務の予定量につきましては、東和病院東棟改築耐震ノ工事の追加工事費

１,５７３万６,０００円を増額補正するものです。 

 第３条の資本的収入及び支出でございますが、収入につきましては追加工事の財源といたしま

して、企業債を見込み、１,５７０万円増額補正しております。 

 支出につきましては、東和病院東棟改築耐震ノ工事費の追加工事費１,５７３万６,０００円を

同額補正しております。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 第４条の継続費につきましては、総額及び年割額の平成２５年度分に、追加工事費

１,５７３万６,０００円を増額補正しております。 

 第５条の企業債につきましては、追加工事の財源１,５７０万円を増額補正し、起債の限度額

を１９億４,８２０万円としております。附属資料といたしまして、３ページ以降に、補正予算

に関する説明書を添付してございます。 
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 以上が、平成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第１号）の内容でございます。 

 どうかよろしく御審議いただき、御議決賜りますようお願い申し上げまして、補足説明を終わ

らせていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。 

 質疑は議案ごとに行います。 

 議案第２号平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第４号）、質疑はありませんか。平川

議員。 

○議員（１５番 平川 敏郎君）  １５番、平川です。 

 １７ページの２款の総務費６目の企画費の周防大島高校を支援する会補助金７３万

６,０００円、これちょっと聞き取りにくかったので、ちょっと、もう一度済みません、お願い

します。 

 それともう一点、済みません、２４ページの６款の商工費１目の商工総務費の１３の委託料、

太陽光の検討業務委託料５０万円、ちょっと、もう一度済みません、２点についてお尋ねします。 

○議長（新山 玄雄君）  星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  それでは、まず周防大島高校を支援する会の補助金についてお答え

いたします。 

 周防大島高校との協議によりまして、やはり希望する大学へ進学できるというのが、まず、魅

力ある高校につながるのではないかということで、そういう進学への夢をサポートしていこうと

いうことで、今回予算化をさせていただきました。具体的な内容といたしましては、予備校から

配信されるＤＶＤを活用して、サテライト授業を冬休みと春休みに、冬休みには１年生から３年

生まで、春休みには１、２年生を対象に実施しようと考えております。教科としては、英語と数

学、受講者を各学年１０人程度想定しておりまして、その費用の一部を助成をしていきたいと考

えております。 

 それから、太陽光の発電に関してでございますが、将来的に、町の負担をなるべく削減をして

いきたいということで、５０キロ未満の発電事業を町で売電をやってみようという検討をしてい

こうということで、町有地、あるいは町の公共施設等に発電が可能かどうか、あるいは発電効率

がどのようなものなのか、どの程度のものなのか、あるいは施工費用がどの程度かかるかといっ

たものを検討してもらう経費でございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  まず第１点が、地方交付税について質問します。 

 今回、地方交付税を算定するに当たって、いわゆる確定分ということで、先ほど報告がありま
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した。金額的には、７５億５,４００万円余りということであります。これに対する、やっぱり

先ほどと同様に、基準財政需要額及び収入額について質問します。これが１点です。 

 それともう一つは、これとあわせて特別交付税も実際的には出ておるかと思います。いいます

のが、実際的に８３億５,４５９万６,０００円のうち、今現で、この補正時点で、特交をどの程

度見ておるのかという点を聞いておきたいというふうに思います。 

 特に、長い間、私たちは、特交というのはつかみにくい数字というのがずっと言われておりま

したが、ずんずんその特交の中にも当てはまる、先ほど出たような３億５,０００万円余りの実

際的には部分が出てきますので、今現でどういうふうに見ておるのかというところを質問してお

きたいというふうに思います。 

 それともう一つは、歳入歳出の特徴が、いわゆる財政調整基金の部分であります。 

 今回、いわゆる当初予算及び途中の補正で、財政調整基金の取り崩し額が大体３億

１,５８７万円、これをいわゆる繰越金及び交付税、これ等でゼロにしますよというのが、いわ

ゆる一つの状況でありますよね。財政調整基金繰入金、これをゼロにしますと。あわせて、出の

ほうで４億円、あれをのけると実際的には４億円余りじゃないかというふうに思いますが、あれ

をというのはおかしいんですが、実際的には、減債をのけると４億円ちょっということで、実際

的には７億円を超える額が、この補正時点で積み立てられるというのが常識的な数字だろうとい

うふうに思われます。 

 ほいで、実際的に、この補正が通った段階で財政調整基金は幾らになるのか、あわせて減債基

金残高、これの報告を求めたいというふうに思います。 

 次に、実際的な歳出部分に入りますが、今回わずかではありますが、各出張所経費、久賀支所、

大島支所、東和支所、橘支所、それぞれ工事費と、いわゆる小規模部分が増額されております。

ほいで、実際的に、この時点での増額は、いわゆる既に住民地域から要望の上がった部分と、も

う一つは、今から先の部分も積み立っちょくというか、予算計上しちょかにゃいけんわけですい

ね、実際的にね。 

 ほいで、そういう点で、今、住民要望が何件幾らで、実際的にまだこのぐらい出るだろうから

ということで、予算が今回できちょるんじゃないかと思うんで、その辺の報告を各支所のほうか

ら求めておきたいというふうに思います。 

 それと、賦課徴収費は、さっきほかのとこでもありましたけど、これはもうこの間議決した、

いわゆる滞納整理システム、延滞金算定のためのシステム改修ということで、実際的にはあのと

き、わずかではありますが、延滞金利息は下がりました。そのための処理ということでええんだ

ろうかどうだろうかという、確認だけしちょきたいというふうに思います。 

 次に、あとは、実際的には先ほども質疑があったかもわかりませんが、私のほうは、商工振興
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費のうちの施策分でいうと工事請負費、そしてその工事の中で、ページ数２４ですが、竜崎温泉

管理運営経費ということで、３１９万３,０００円が計上追加されております。 

 ほいで、聞いてみると、五方弁の修理ということであるそうです。そして、これが１３カ所へ、

五方弁を通じてそれぞれ１３カ所に行くということで、どういう工事なのかがちょっと非常にわ

かりにくいと。専門的な内容になるかもわからんのですけど、それちょっと補足説明を求めてお

きたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  まず、普通交付税の件でございますが、基準財政需要額が８８億

８,７３８万６,０００円、収入額が１３億２,６９１万１,０００円でございます。その差額が、

７５億６,０４７万５,０００円の交付額ということになります。 

 それから、特別交付税の見込みはどうかと言われておりますが、当初予算に８億円を計上して

おりますけれども、今現在で把握しておるのはこの８億円と、予算どおりということでございま

す。 

 それから、財政調整基金の金額でございますが、財政調整基金は、今回の補正の御議決を賜り

ましたならば、予算上では４０億４,９１７万１,０００円余りとなっております。 

 それから、減債基金は同様に、６億２９４万１,０００円余りということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  松村久賀総合支所長。 

○久賀総合支所長（松村 正明君）  久賀総合支所の補正でありますが、久賀総合支所は、工事請

負費３５０万円を計上しておりますが、現在までのところ、発注済みにつきましては３７件の

５００万円、既定の予算を使っております。 

 で、今後の３５０万円の内訳につきましては、既に要望があります箇所と、それから総合支所

のほうで、ここは直さなくてはいけないというので要望も来そうなとこがあるんですが、それが

１７件の３１８万５,０００円、それと予備は３１万５,０００円を合わせて３５０万円を計上し

ております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  福田大島総合支所長。 

○大島総合支所長（福田 美則君）  大島総合支所のほうですけども、工事請負費につきましては、

現行の予算の２００万円の補正となっておりますけど、現行の予算と要望が来ているのを合計し

ますと４００万円ぐらい。現実、当初予算等を加えてという状況になります。 

 で、小規模につきましては、今、要望で来ておるのが、大きなもので、４件で１３０万円とい
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う補助金ベースの要望が来ております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  藤山東和総合支所長。 

○東和総合支所長（藤山  忠君）  東和総合支所でございますが、予定しております工事請負費

に関しましては、６件の工事、１２０万円を予定しております。それと、不測の事態に備え

３０万円、合わせて１５０万円の計上でございます。 

 小規模につきましては、現在、申請予定が１０件ございまして、総額３５２万３,０００円、

そのままの計上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  吉村橘総合支所長。 

○橘総合支所長（吉村 昭夫君）  橘総合支所でございます。 

 工事請負費につきましては、今回３００万円の補正、要望を上げております。既に、ほぼ

４００万円以上要っております。それで、今後、自治会要望分が２３０万円、そして予備費的な

ものが７０万円ということで、３００万円の計上をさせていただいております。 

 それと、小規模のほうは、今回１５０万円の要望を上げさせていただいておりますけども、た

だいま１７件、既に１７件、ほぼ予算いっぱいでおります。あと、要望あるいは予備的なものと

いうことで、今回１５０万円ほど予算計上させていただいております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  木村税務課長。 

○税務課長（木村 秀俊君）  先ほど御質問のありました、延滞金の改正に伴いますシステム改修

費の件でございます。 

 さきに、６月議会で御議決いただきました、延滞金の改正に伴いますシステム改修費というこ

とで、このたび予算計上させていただいております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  佐川産業建設部長。 

○産業建設部長（佐川 浩二君）  竜崎温泉の五方弁の関係で、どういった工事をするのかという

御質問ですけども、この竜崎温泉の五方弁につきましては、今、各浴槽に循環系統がございます

けども、その循環系統の中の循環昇温装置用電動五方弁というものがございます。これが１３カ

所あるわけでございますけども、今回このうち、３カ所の五方弁が、経年の摩耗によりまして気

密性が不足となりまして、本来、その五方弁を通って浴槽に温泉水が行くべきところが、その五

方弁からの逆洗排水がなされて放出されていると、だから気密性がなくなっているということで、

今回のこの工事を行うこととしております。 

 以上でございます。 
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○議長（新山 玄雄君）  星出総務部長。 

○総務部長（星出  明君）  先ほど、普通交付税の数値を申し上げましたけれども、基準財政需

要額から収入額を引いた７５億６,０４７万５,０００円と申し上げました。これは交付基準額で

ございます。これに調整率を掛けたものが、交付決定額７５億５,４５９万６,０００円、予算上

はこの数字が上がっております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  五方弁のところは非常にわかりにくいんですが、実際的には、い

わゆる機械の劣化により今回補修と、１３カ所のうち３カ所ということで聞いておきます。 

 それとあわせて、実際的に、住宅リフォーム助成事業、これ最終年度ですか、今年度がね、基

本的には。ほいで、実際的には、今現、何件でどのくらいできる、この今回の補正で、何件ぐら

いふやせるのかということも報告を求めておきたいと。下があるけ、下があるけ。最高額ばっか

りじゃないから。実際的には何件ぐらいふやせるか、また要望の状況がどういう状況だというこ

とも求めておきたいというふうに思います。 

 それともう一つは、特交の見方です。 

 実際的には、今回補正がないんで、当初予算の８億円のままだというのが、当然、考え方の基

本であろうかというふうに思いますが、最初、私が言うたように、例えば年度年度で実際的には

差異があります。いって、ふえるときもありますし、減るときもあります。 

 ほいで、２４年度、今から認定案件で議論する、これはいわゆる１０万円余りを見ちょるんじ

ゃないかと、１０万円、いわゆる特交部分、わしの勘違いじゃったらいけんから、ちょっと見て

ほしい。 

 ３億５,０００万円と６億５,０００万円ぐらいを見ちょるんじゃないかというふうに思います

が、これは私の勘違いだろうか、今の見方、２４年度を見てから、答弁を求めたいというふうに

（「１０万円ちゅうた」と呼ぶ者あり）３億円、３億５,０００万円と（「その前に１０万円ち

ゅうた」と呼ぶ者あり）ごめん。３億５,０００万円と６億５,０００万円で、大体１０億円ぐら

いを決算上見ちょるんじゃないんかと。さっき１０万円って言うた。（「１０万円ちゅうた」と

呼ぶ者あり） 

○議長（新山 玄雄君）  誰から行きますかね。佐川産業建設部長。 

○産業建設部長（佐川 浩二君）  住宅リフォームの関係ですけども、今後、何件分を見込んでお

るのかということでございますけども、何件分というのはちょっと、申請の一件一件金額も違い

ますので、今のところ、７月末現在で、申請件数が１３３件ございます。助成額にしまして

８５２万３,０００円、これは対前年比４％ぐらい増となっております。 

 で、これで補正の４００万円の根拠としましては、７月末まで、現在までの月当たりの実績の
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助成額をもとに、残り５カ月不足分を算出しまして、ことしはまた最終年度でもございますので、

またさらに消費税どうなるかわかりませんけども、増税等がございまして、また駆け込みの申請

が予想されるために、今回４００万円の補正をしているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  中村財政課長。 

○財政課長（中村 満男君）  特別交付税の話でございますが、広田議員さんが言われたのは３億

５,０００万円と６億５,０００万円というのは、１２月交付と３月交付の内訳ですかね。ありま

した。 

 それについてですが、今年度も、見込みとしては昨年並みだと思ってますが、しかしながら、

最近のこの、各地で災害等が大変大きく起こっております。これが、特殊財政事情分として影響

されますので、それを考えると、少し押してくるのかなということも見ておかなきゃならんだろ

うというふうには思っております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木町長。 

○町長（椎木  巧君）  まず、住宅リフォームの助成のことなんでございますが、３年間やって

みるということでから、住民の皆さん方にもＰＲをして、非常に好評を得ており、そしてまた、

補助額の１０倍、額の１０分の１を助成するということになってますが、実際には、その１０倍

以上の経済効果というものが出ておるということになっております。 

 それで、これから新年度の予算について、いろいろ検討を始めるわけでございますが、今まで

３年間というふうに申し上げておりますので、今と全く同じ形でやりますと、いろいろ不合理が

起こってくると。いやいや、不合理が起こってくるじゃないですね。そういうふうな状況で、そ

のまま続くんであれば、そんな急いでやることもなかったちゅうような話も出てきますので、今

と全く同じでのリフォームを続けようということよりも、いろいろな部分で拡充するかどうか検

討しながら、全く今の住宅リフォームをなくそうというふうには思ってないわけですが、また反

対に、今と全く同じで新年度、平成２６年度にやっていくかどうかっていうのは、今から検討し

ていきたいと思います。 

 しかしながら、件数にしても額にしても、たくさんの皆さん方が利用していただいておるとい

うことは、また、それを、工事をやられる設備屋さんとか電気屋さんとかいうことについても、

非常に好評だということでございますので、何らかの見直しは行いたいと思いますが、そのよう

なことを今考えておるわけでございます。 

 もう一点の竜崎温泉の今回の改修でございますが、五方弁というのは、実は私たちも、どうい

うふうな本当に機能しておるんかちゅうのは、詳しいことは把握できませんが、いずれにいたし



- 58 - 

ましても、もうこの竜崎温泉の設備のことにつきましては、この議会の皆さん方にも、また、昨

年の１０月以前の、前の議会の皆さん方にも大変な御心配をおかけしたり、大変なまた予算をか

けてから改修したりしてやってまいっております。 

 しかしながら、今現在の指定管理者の聞き取り調査も行っておりますが、非常に経費がかかっ

ておるということでございます。 

 当然、竜崎温泉というような観光とか交流とかの施設でありながら、ずっと指定管理料を出し

続けておるという状況になっております。これでは、なかなか財政厳しい折の中で、こういうこ

とがいいのかということになります。そういたしますと、一つには集客力を上げていただいて、

どんどん収入を上げていただくというのが一つの方法でございます。 

 もう一点は、今度は、管理費をどんどん抑えていって、例えば、ボイラーだって最近はすごく

省エネのボイラーも出ておりますが、いずれにしてみてもボイラーの問題とか、または、今

１３系統に分かれてから給湯をしておるというふうな、すっごく複雑な、そしてまた滅菌装置も

非常に難しい設計になっております。これは、セピア色の湯を守るということからしてできた施

設でございますが、しかしながら、それはそういうものはいいとしても、しかしながら経費がど

んどんかかってから、指定管理者のほう自体も、町のほう自体もすごく指定管理料を出さなけれ

ばならないし、さらにまた指定管理者のほうも、前回の指定管理者もそうでしたし、今の指定管

理者もずっと赤字が続いておるというふうな報告も受けておりますので、これらについても、今

の五方弁のことは緊急的な修繕でございますが、しかしながら、根本的に維持管理がもっと安く

上がるという方法を、まず考えなければならないというふうに思っておるところでございます。 

 そのことにつきましても、新年度の予算の中で、調査費や研究費などをかけて、もっとシンプ

ルな形で竜崎温泉が、そして維持管理がもっと安くなるような形でやっていけないかということ

を、ぜひとも今、新年度予算での調査費を考えておりますので、また議会の皆さん方にも御理解

いただきたいと思います。 

 最後に、特交の件でございましたが、私も特別交付税の件につきましては、基本的には、それ

は定額にある、計算上できるものではないというふうな、皆さん御存じのとおりでございます。

しかしながら、私たちも試算はするわけでございます。 

 しかしながら、ことしの３月でしたが、平成２３年度の特別交付税が確定したときに、私も若

干疑問に思って、これは県の担当課長のほうとも話しましたが、やっぱり課長さんのおっしゃる

ことには、ちゃんと基準は持っちょるわけですね。そりゃつい、つまみじゃないかという話があ

りますが、実はそうではなくて、きちっとした額の、こういう額が特殊的な財政事情によって少

なくなったんですよと。それはこちらが伸びたから結果的に相殺された部分がありますが、若干

伸びてますでしょうというふうな説明を受けました。ちゃんと理論は通っておったと思います。 
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 例えば、昨年の関係で言いますと、その前の年に国体があったが、昨年はなかったじゃないか

と。そして、その前は震災でから、たくさんうちも震災関係の予算を支出しましたが、去年はな

かったんやないかというようなこととか、今回でも、昨年は福祉事務所が始まったけれども、そ

れら等をプラスマイナスするとこのぐらいになりますねということは、きちっと、全く普通交付

税のように計算方式があってやるわけじゃございませんが、そのようなことがありますので、特

別交付税については若干辛目に見積もっておるというのは、こりゃあマイナスが出たんじゃ困り

ますので、そのような形で予算計上はさせていただいております。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 暫時休憩をいたします。 

午後２時11分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時25分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開いたします。 

 続いて、議案第３号平成２５年度周防大島町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）、

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第４号平成２５年度周防大島町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）、質疑は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第５号平成２５年度周防大島町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はありま

せんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  介護保険会計についてでありますが、まず支出のほうが、基本的

には、いわゆる基金への積み立て、これが実際的には支出、大きなものということになっており

ます。 

 それで、当初予算段階でも、３,０００万円余りでしたか、積み立てするようになっちょった

んですが、今回の積立額、計幾らになるのかという報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  川口健康福祉部長。 

○健康福祉部長（川口 満彦君）  基金の積立額ですけども、２,６３６万８,０００円。第５期の
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介護保険事業計画は２４年度から２６年度の３年間ですので、２４年度の事業を終わって、初め

ての積み立てということになります。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  私もよく勘違いするんですが、今、５期を行きよるんじゃなかっ

たですかね。２５、２６、２７じゃないんかね。で、５期目で行きよるでしょ。 

 ほいで、実際的には、私はよく言うんですが、この介護準備基金については、３年ごとの見直

しで、３年については、３年たった時点では、もうゼロにせんにゃあいけんようなシステムにな

っちょるんじゃないかっちゅうことを、今までよく質疑をしてきました。その中で、４期目の最

後にゼロにして、５期目の最初に、また３,０００万円ぐらい繰り入れたという状況ないんです

か。それ、なかったらなかったでいいんです、私の勘違いかもわからんので。 

○議長（新山 玄雄君）  川口健康福祉部長。 

○健康福祉部長（川口 満彦君）  ４期目の基金、４期が終わってからの５期への繰り越しはあり

ませんでした、基金は。済みません。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  いや、４期で運用上はゼロにするわけですよ。いわゆる準備基金

はゼロにして、実際的にはゼロにします。ほいで、５期目開始のときに、年度当初に、言うたら、

その額余りを一気に積み立てができるちゅうような、予算上になってなかったですか。 

 その上に、今回、介護準備基金を足すと、実際的にはかなりの額になるんじゃないでしょうか

という質問の趣旨です。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後２時30分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時31分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開いたします。 

 河井介護保険課長。 

○介護保険課長（河井 敏博君）  介護給付費準備基金ですが、一応御質問、２５年度末の積み立

てということですね。 

 ２４年度末で３,４５５万６,１０６円ということで、決算の余剰金が合わせて、２５年度末の

見込み額で５,７４２万９,３７９円というふうになる予定でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第６号平成２５年度周防大島町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第７号平成２５年度周防大島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、質疑はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第８号平成２５年度周防大島町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第９号平成２５年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第１０号平成２５年度周防大島町渡船事業特別会計補正予算（第１号）、質疑はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 議案第１１号平成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第１号）、質疑はありま

せんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  今回、東和病院改築に関して２回目の補正だろうというふうに思

われます。今回、提案しておるのが１,５００万円ぐらいかけて、いわゆる擁壁をきちっとつき

ますよということだろうと思うんですが、実際的に面積的なものはどんな状況なんか、ちょっと、

いわゆる山側の部分と言われてもですね、ちょっと非常にわかりにくいんでですね、大体どの部

分で、あの面積がどのぐらいにわたるという部分についてもう既に捉えちょるんですか、それと

もあくまで概算でちゅうことで、概算でもええですからね、実際的なあの面積等は報告していた

だきたいと、あくまで、起債を使いますよというんと、このぐらいですよというのはわかります

が、面積について報告がなかったんで、わかる範囲でお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  大元公営企業局総務課長。 
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○公営企業局総務課長（大元 良朗君）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 場所的にはですね、現在、旧東棟の解体工事を行っていますが、その北側になりまして、幅的

にはですね約５０メートル、高さ的には一番高いところで４.８メートル、一番低いところで

１.２メートルで、面積的にはおおむね１８２平米を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。 

○議員（４番 広田 清晴君）  はい。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 以上で、議案第２号平成２５年度周防大島町一般会計補正予算（第４号）から議案第１１号平

成２５年度周防大島町公営企業局企業会計補正予算（第１号）までの質疑を終了いたします。 

 討論、採決は、明日の本会議といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．議案第１２号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第２７、議案第１２号周防大島町税条例の一部改正についてを議題

とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１２号周防大島町税条例の一部改正につきまして、

補足説明をいたします。 

 本議案は、平成２５年３月３０日に公布された地方税の一部を改正する法律（平成２５年法律

第３号）のうち一部について、地方税法施行令の一部を改正する政令（平成２５年政令第

１７３号）及び地方税法施行規則の一部を改正する政令（平成２５年総務省令第６６号）が、平

成２５年６月１２日にそれぞれ公布されたことに伴い、周防大島町税条例の一部を改正するもの

であります。 

 主な改正点でありますが、１点目としまして、公的年金からの住民税の特別徴収制度につきま

して、年間における徴収税額の平準化を図るため、仮徴収税額を前年度の特別徴収税額、年税額

の２分の１に相当する額とするとともに、賦課期日後に、当該市町村の区域外に転出した場合に

おいても一定の要件のもと住民税の年金特別徴収を継続できることとするものであります。 

 ２点目といたしまして、日本経済再生に向けた緊急経済対策関連の税制措置の一環として、金

融証券税制における金融所得課税の一体化について、このたび改正を行うものであります。 

 具体的には、公社債等の利子等に対する課税方式を見直すとともに、これまで非課税とされて
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いた公社債等の譲渡益のうち、源泉徴収口座内の特定公社債等の譲渡益について株式譲渡所得割

または申告分離課税の対象とすることとされました。 

 また、上場株式等の配当所得及び譲渡所得等に限定されていた損益通算範囲を特定公社債等の

利子、所得等や譲渡所得等にまで拡大することとされました。 

 本議案の改正内容につきましては、別途お配りしております資料のとおり、各改正条文の下段

に説明文を記載し、関係法令等の改正に伴う条項ずれ、本改正に付随する附則の経過措置等につ

きましては、適宜、説明の簡素化をさせていただいておりますので、この点につきましてもあわ

せて御確認、御了承のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表により順次御説明をさせていただきます。 

 １９ページ上段、条例第４７条の２、公的年金に係る所得に係る個人の町民税の特別徴収につ

いてでありますが、納税義務者が市町村の区域外に転出した場合の特別徴収の継続を可能とする

特別徴収対象年金所得者の除外規定の見直し等となっております。 

 具体的には、公的年金から特別徴収されている者が市町村外に転出した場合には、特別徴収を

停止し普通徴収に切りかえることとされていましたが、納付に係る労力削減の観点等、年金受給

者等の要望により、年金保険者側で検討した結果、システム改修が可能となりましたことから、

このたびの改正へとなった次第であります。 

 １９ページ中下段、条例第４７条の５、年金所得に係る仮特別徴収税額等についてであります

が、年金所得に係る仮特別徴収税額の算定方法の見直しとなっております。 

 具体的には、個人住民税における公的年金からの特別徴収制度の対象者は、６５歳以上の公的

年金等受給者であり、公的年金に係る所得割、均等割を年６回の年金支給の都度、特別徴収して

おります。また、４月、６月、８月の年金支給の際に徴収されている仮特別徴収税額については、

前年の１０月から翌年の３月までの特別徴収税額の３分の１を、１０月、１２月、２月の年金支

給の際に徴収される本徴収額については、年金額から仮徴収額を控除した額の３分の１を徴収す

ることとなっております。 

このため、年金額が前年の年金額よりも大きく変動した場合、本徴収額と仮徴収額に差が生じる

こととなり、翌年度の仮徴収税額は前年度の本徴収額とされていることから、翌年度以降もこの

不均等を平準化することができず、本徴収額と仮徴収額の乖離が続くことになります。上記の改

正案としまして、年間の徴収税額の平準化を図るため、仮徴収税額を前年度の特別徴収税額、年

税額の２分の１に相当する額とすることにより、年税額が２年連続で同額の場合、当該徴収税額

は２年目に平準化されることとなります。 

 ２０ページ上下段、附則第７条の４、寄附金税額控除における特別控除額の特例についてであ

りますが、住民税の寄附金控除税額算定について上場株式等に係る譲渡所得等に係る個人町民税
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の課税特例の規定、附則第１９条の２の新設に合わせて、当該引用条項を追加するものでありま

す。 

 ２０ページ中下段になりますが、附則第１６条の３、上場株式等に係る配当所得等に係る町民

税の課税の特例についてでありますが、これは、上場株式等に係る配当所得等の分離課税につい

て、特定公社債の利子が対象に追加されたことに伴う、所要の規定の整備であります。 

 具体的には、上場株式等の配当及び譲渡損益の間のみで認められている損益通算について、一

定の公社債等の利子等及び譲渡損益まで、損益通算の範囲を拡大するものであります。また、非

課税とされている公社債等の譲渡益について２０％の申告分離課税、これは、住民税５％、所得

税１５％でありますが、この対象となります。 

 ２２ページ中段になります。附則第１９条、一般株式等に係る譲渡所得等に係る町民税の課税

の特例でありますが、これは、株式等に係る譲渡所得等の分離課税を一般株式等に係る譲渡所得

の分離課税と、上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税に改組をしたことに伴う所要の規定の整

備であります。 

 具体的には、株式等に係る譲渡所得等の分離課税について、上場株式等に係る譲渡所得等と非

上場株式等に係る譲渡所得等を別々の分離課税制度とした上で、１つには、特定公社債等及び上

場株式等に係る譲渡所得等の分離課税と、２つ目には、一般公社債等と非上場株式等に係る譲渡

所得等の分離課税に改組されることとなりました。 

 ２３ページ中下段になりますが、附則第１９条の２、上場株式等に係る譲渡所得等に係る個人

の町民税の課税の特例でありますが、附則第１９条との関連条項となっております。上場株式等

に係る譲渡所得等の分離課税を新設したことに伴う規定の新設であります。 

 ２４ページ下段、旧附則第１９条の４、特定口座を有する場合の町民税の所得計算の特例。 

 ２５ページ上段、旧附則第１９条の５、源泉徴収選択口座内配当等に係る町民税の所得計算の

特例。 

 ２５ページ中段、旧附則第１９条の６、上場株式等に係る譲渡損失の損益通算及び繰越控除。 

 ２７ページ中段、旧附則第２０条、特定中小会社が発行した株式に係る譲渡損失の繰越控除等

及び譲渡所得等の課税の特例。 

 ３０ページ上中段、旧附則第２０条の３、先物取引の差金等決済に係る損失の繰越控除。 

 ３４ページ下段、旧附則第２０条の５、保険料に係る個人の町民税の課税の特例についてであ

りますが、これらは、規定の削除となっております。 

 ２９ページ中段、旧附則第２０条、先物取引に係る雑所得等に係る個人の町民税の課税の特例

についてでありますが、旧附則第２０条の２の規定の繰り上げとなっております。 

 ３１ページ中段、附則第２０条の２、条約適用利子等及び条約適用配当等に係る個人の町民税
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の課税の特例についてでありますが、条約適用配当等に係る分離課税について、特定公社債の利

子等が対象に追加されたことに伴う、所要の規定の整備となっており、このたびの法改正に伴う

一部改正と旧附則第２０条の４からの規定の繰り上げとなっております。 

 補足説明は、以上のとおりでございます。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑はありません

か。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  補足説明資料に基づいて、質疑を行います。 

 いいますのが、税務課で準備された部分が、一応わかりやすいほうじゃなかろうか思うて。 

 今回、特定公社債と、一般公社債と今までも分かれちょったんですが、その概念についてまず、

報告を求めたい、いうふうに思います、概念です。いわゆる特定公社債というのは何を指して、

その他となる一般公社債等についての概念であります。 

 それと、今ずうっと副町長のほうが説明されたですが、実際的に大きく変わるというのがです

ね、上場株式等の譲渡損失及び配当所得の損益通算、繰越控除。実際的に一方で赤字が出、一方

で利益が下がる、上がるという場合があるんじゃないかと、そんときの損益通算という考え方で

ええのかどうなのか。それと、もう一つは、何年にわたってできるのかというのを含めてですね、

概訳補足説明を求めたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  木村税務課長。 

○税務課長（木村 秀俊君）  ただいまの御質問のありました、特定公社債、それから一般公社債、

これの、いわゆる区分的な概念のお話でございます。 

 まず、特定公社債といいますのは、いわゆる、国債、地方債、それから上場公社債等という分

類になっております。で、一般公社債につきましては、特定公社債以外の公社債というふうな区

分分けになります。例えていいますと、私募公社債とか、そういうふうなものが該当になってお

ります。 

 それから、損益通算ということでございます。このたびの金融所得に係ります課税方式につき

まして、お手元の資料を別とじで先般税務課のほうからお配りしていると思います。 

 ちょっとお知らせなんですけれども、一部、先にお配りしておりますページ、７ページの資料

にですね、別とじでページ７ページ、ちょっと一部、語句の訂正がございます。お手数ですけれ

ども、けさお配りしました７ページの新しいものと差しかえをいただければと思います。 

 それでは、簡単に御説明させていただきます。 

 先ほど、副町長のほうから補足説明でもございましたように、特定公社債、この場合はちょっ



- 66 - 

と特定公社債のみについて御説明させていただきます。 

 特定公社債で、従来利子所得につきましては、２０％の源泉分離課税だったものが、今回の改

正によりまして、２０％の申告分離課税になります。 

 で、次に、譲渡所得につきましては、従来非課税だったものがこのたび２０％の申告分離課税

ということになります。 

 続きまして、その横に償還差益というのがございます。これは、通常割引債という概念なんで

すけれども、償還金額に対しまして、みなし割引率を乗じて得た金額に対して配当割を課税する

ということになっております。 

 で、一番最後のこの表の一番右端なんですけれども、先ほど議員さん、御質問にありましたよ

うに、上場株式等の譲渡損失及び配当所得の損益通算、繰越控除というふうな記載がございます。

このたびの改正の特徴としましては、この特定公社債につきまして、利子、それから譲渡所得、

それから償還差益、これらを全て、今までは上場株式の配当と譲渡損益しか損益通算できなかっ

たものをですね、今度は、特定公社債の中の利子譲渡、それから償還差益につきましてもその中

に含めた上で、その中で損益通算ができると、いうことが最大の改正点になっております。 

 その中でさらに損失が出た場合、先ほど御質問のありましたように３年間の繰越控除が可能と

いうことになっております。 

 ２８年の１月１日以降、利子、譲渡を受けるものから適用ということになっております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。広田議員。 

○議員（４番 広田 清晴君）  反対の立場から討論をしておきたいというふうに思います。 

 実は、ことしから来年にかけて税制改正が集中します。なぜかといいますと、実は、既にニ

ュース等で御承知のように、消費税引き上げを前提に各税率変わります。今回、この中身として

は、私は、消費税を前提にしてですね、いわゆるどこに配慮をするのか。一番身近な、本当にこ

ういうところに縁のないところに減税措置をしていただきたい、これが私の考え方なんです。こ

れでやると配当所得とかいろんな金融利益のところには一定の恩恵はあるが、私どものようなと

ころには全く恩恵がない税制改正ということを明らかにしたいというふうに思います。ましてや、

最初に言いましたように、今回から来年にかけて行われるのが、ほとんどが、いわゆる消費税増

税を前提にした税改正になってくる、その危険性も明らかにして反対としたいというふうに思い

ます。 
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 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  次に、賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  ないようでありますので、討論を終結します。 

 これから、起立による採決を行います。 

 議案第１２号周防大島町税条例の一部改正について、原案のとおり決することに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．議案第１３号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第２８、議案第１３号周防大島町国民健康保険税条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

 補足説明を求めます。岡村副町長。 

○副町長（岡村 春雄君）  それでは、議案第１３号周防大島町国民健康保険税条例の一部改正に

つきまして、補足説明をいたします。 

 本議案は、平成２５年３月３０日に公布された地方税法の一部を改正する法律（平成２５年法

律第３号）のうち一部について、地方税法施行令の一部を改正する政令（平成２５年総務省令第

１７３号）及び地方税法施行規則の一部を改正する省令（平成２５年総務省令第６６号）が、平

成２５年６月１２日に公布されたことに伴い、周防大島町国民健康保険税条例の一部を改正する

ものであります。 

 主な改正内容でありますが、特定公社債等の利子等に係る利子所得が新たに申告分離課税の対

象とされ、また、株式等に係る譲渡所得等の分離課税について、一般株式等に係る譲渡所得等及

び上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税の２分割化に伴い、国保税所得割の算定における特例

について所要の整備が必要となったためであります。 

 本議案の改正内容につきましては、別途お配りしております資料のとおり、各改正条文の下段

に説明文を記載し、関係法令等の改正に伴う条項ずれ、本改正に付随する附則の経過措置等につ

きましては、適宜、説明の簡素化をさせていただいておりますので、この点につきましても、あ

わせて御確認、御了承のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、改正内容につきまして、新旧対照表により順次御説明をさせていただきます。 
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 ３９ページ上段、附則第３項、上場株式等に係る配当所得等に係る国民健康保険税の課税の特

例でありますが、これは、上場株式等に係る配当所得等の分離課税について、特定公社債の利子

が対象に追加されたことに伴う所要の規定の整備となっております。 

 ３９ページ中下段、附則第６項、一般株式等に係る譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の

特例でありますが、これは、株式等に係る譲渡所得等の分離課税を一般株式等に係る譲渡所得等

の分離課税と、上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税に改組したことに伴う所要の規定の整備

となっております。 

 ４０ページ上段、附則第７項、上場株式等に係る譲渡所得等に係る国民健康保険税の課税の特

例でありますが、これは、上場株式等に係る譲渡所得等の分離課税を新設したことに伴う所要の

規定の整備となっております。 

 ４０ページ上中段、旧附則第８項、上場株式等に係る譲渡損失の損益通算及び繰越控除に係る

国民健康保険税の課税の特例。 

 ４０ページ中段、旧附則第９項、特定中小会社が発行した株式に係る譲渡損失の繰越控除等に

係る国民健康保険税の課税の特例。 

 ４０ページ下段、旧附則第１１項、先物取引の差金等決済に係る損失の繰越控除に係る国民健

康保険税の課税の特例。 

 ４１ページ下段、旧附則第１６項、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限

の延長特例でありますが、当該規定の削除となっております。 

 ４０ページ下段、附則第８項、先物取引に係る雑所得等に係る国民健康保険税の課税の特例で

ありますが、これは、旧附則第１０項からの繰り上げ規定となっております。 

 ４１ページ上段、附則第１０項、条約適用配当等に係る国民健康保険税の課税の特例でありま

すが、これは、旧附則第１３項からの繰り上げ規定となっております。 

 ４１ページ上中段、附則第１１項、条約適用利子等に係る国民健康保険税の課税の特例であり

ますが、これは、条約適用配当等に係る分離課税について特定公社債の利子等が対象に追加され

たことに伴い所要の規定の整備を行うとともに、旧附則第１４項からの繰り上げ規定となってお

ります。 

 ４１ページ下段、附則第１２項、平成２２年度以降の国民健康保険税の減免の特例であります

が、これは、旧附則第１５項からの繰り上げ規定となっております。 

 補足説明は、以上のとおりでございます。何とぞ慎重なる御審議の上、御議決賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。質疑はありません

か。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認め、質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  討論なしと認め、討論を終結します。 

 これから起立による採決を行います。議案第１３号周防大島町国民健康保険税条例の一部改正

について、原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（新山 玄雄君）  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、本日の日程は全部議了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 次の会議は、９月６日金曜日午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（西村 利雄君）  御起立願います。一同、礼。 

午後３時03分散会 

────────────────────────────── 

 


